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　平成28年度

予算も可決さ

れ、上三坂地

先の堤防も完

成間近となり、

若宮戸の無堤

地帯も皆様のご協力のもと築堤工事が始

まりました。心配されていた田植えもで

きました。

　安心して住めるまちづくりに執行部と

議会が一丸となり、復旧復興に全力で向

かう所存です。

　　　　　常総市議会議長　風野芳之

インターネット映像配信中！！
本会議の生中継（LIVE）をインターネットでご覧いただけます。

生中継を見られない場合でも、録画映像（VOD）をご覧いただ

けます。ぜひご利用ください。

詳しくは映像配信ページをご覧ください。 

http://www.josocity.stream.jfit.co.jp/

スマートフォンや

タブレット端末で

も視聴できます。

QRコード

５
月
定
例
会
議
日
程（
予
定
）

５
月
25
日（
水
）  

第
１
回
会
議（
本
会
議
）

５
月
31
日（
火
）  

第
２
回
会
議（
一
般
質
問
）

６
月
１
日（
水
）  

第
３
回
会
議（
一
般
質
問
）

６
月
２
日（
木
）  

第
４
回
会
議（
一
般
質
問
）

６
月
３
日（
金
）  

第
５
回
会
議（
一
般
質
問
）

６
月
６
日（
月
）  

予
算
特
別
委
員
会

６
月
７
日（
火
）  

常
任
委
員
会（
分
科
会
）

６
月
８
日（
水
）  

常
任
委
員
会（
分
科
会
）

６
月
10
日（
金
）  

予
算
特
別
委
員
会

　
　 

〃  

　
　
　
第
６
回
会
議（
本
会
議
）

※
正
式
な
日
程
は
５
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
議
会
運
営

　
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
新
緑
の
青
葉
が
繁
れ
る
季
節
。

枝
の
若
葉
と
は
対
照
的
に
、
木
々

の
幹
に
ふ
と
目
を
走
ら
す
と
、
人

の
腰
の
高
さ
ほ
ど
ま
で
が
、
灰
色

の
泥
で
汚
れ
て
い
る
。
幾
度
の
雨

が
降
ろ
う
と
も
、
泥
は
落
ち
る
こ

と
な
く
水
害
の
凄
ま
じ
さ
を
語
り

続
け
て
い
る
。
ま
る
で
、
常
総
市

民
の
心
の
傷
が
未
だ
に
癒
え
ぬ
こ

と
を
訴
え
る
か
の
よ
う
に
。

　
水
害
か
ら
八
ヶ
月
、
被
災
者
の

心
の
痛
み
に
共
感
し
、
早
期
の
復

旧
を
目
指
し
議
員
全
員
で
力
を
尽

す
こ
と
を
再
び
誓
う
。

・
委 

員 

長
　
　
中
村
　
博
美

・
副
委
員
長
　
　
遠
藤
　
章
江

・
委
　
　
員
　
　
関
　
　
優
嗣

　
　
　
　
　
　
　
坂
野
　
茂
実

　
　
　
　
　
　
　
寺
田
　
　
洋

常
総
市
議
会
だ
よ
り
　
2
1
3
号

～
開
か
れ
た
市
政
を
市
民
と
共
に
～

常
総
市
議
会

〒
3
0
3
-8
5
0
1
 茨
城
県
常
総
市
水
海
道
諏
訪
町
3
2
2
2
番
地
３

　
　
　
　
　
  議
会
事
務
局
　
T
E
L
 0
2
9
7
－
2
2
－
0
3
1
8

 

訂
正

　
議
会
だ
よ
り
２
１
２
号
20
ペ
ー
ジ
、

遠
藤
章
江
議
員
の
記
事
の
中
で
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
以
下
の
と
お
り
、
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤
「
薬
剤
師
協
会
」

正
「
薬
剤
師
会
」

【アクセス方法】
市ホームページ

↓
市　　議　　会

↓
議会映像配信

普通救命講習（4月21日）

心肺蘇生法、止血法、ＡＥＤの

使用方法等について実習を交え
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／
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／
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岡野　一男
OKANO  KAZUOOKANO KAZUO

●保健センターの役割につい
て
市民の健康を守るのが行政の
努め。災害に強い地域に保健
センター移転を!!

小林　剛
KOBAYASHI  TAKESHIKOBAYASHI TAKESHI

●関東・東北豪雨関係につい
て

①防災行政無線、Ｊアラート
との連動は? ②大規模避難所
を西側に!!

大澤　清
OSAWA  KIYOSHIOSAWA KIYOSHI

●今後の災害対策について
自主防災組織の結成率アップ
とその有効活用を!!
防災士の取得も促進すべきだ。

坂野　茂実
SAKANO  SHIGEMISAKANO SHIGEMI

●『青少年の家』について
昨年の水害で影響を受けなか
った青少年の家。だが、老朽
化が著しい。今後の利用方法
はいかに？

寺田　洋
TERADA  HIROSHI

寺田 洋
TERADA HIROSHI

●予算の執行及び各種支援制
度の動向について

①集会施設整備に一定額の全
額補助を!! ②義援金の配分を
早急に!!

中村　博美
NAKAMURA  HIROMI

中村 博美
NAKAMURA HIROMI

●豪雨水害について
①上三坂への避難指示発令ミ
スに対する補償は?
②根新田地区における自助共
助の事例を挙げる。

石川　栄子
ISHIKAWA  EIKO

石川 栄子
ISHIKAWA EIKO

●鬼怒川緊急対策プロジェク
トの堤防整備の問題点につ
いて

越水してもすぐには決壊しな
い堤防を!!

坂巻　文夫
SAKAMAKI  FUMIO

坂 文夫
SAKAMAKI FUMIO

●社会体育施設への「指定管
理者制度」導入後の成果に
ついて

指定管理者ミズノの事業活動
とその成果は？

中島　亨一
NAKAJIMA  RYOICHINAKAJIMA RYOICHI

●少子化対策の方向性につい
て市長に問う
市長として常総市の未来をど
う考えているのか。独自のビ
ジョンを示せ!!

金子　晃久
KANEKO  TERUHISAKANEKO TERUHISA

●豪雨水害後の対応と現在、
今後の市政について
①市長は人として感謝の言葉
を述べてもらいたい。②堤防
改修の工法は？

堀越　道男
HORIKOSHI  MICHIOHORIKOSHI MICHIO

●災害対策本部の体制につい
て
災害のプロ“危機管理監”の
設置にあたり、鳥取県の例に
学ぶ。

倉持　守
KURAMOCHI  MAMORUKURAMOCHI MAMORU

●都市計画と人口減少対策に
ついて
都市計画の変更、そして常総
市の地形を生かした政策が必
要だ!!

中村　安雄
NAKAMURA  YASUONAKAMURA YASUO

●児童クラブの運営について
児童クラブに指定管理者を導
入した場合、その財源は? 有
料化するのか!?

水野　昇
MIZUNO  NOBORUMIZUNO NOBORU

●鬼怒川決壊による大規模水
害とアグリサイエンスバレ
ー構想について

地権者の同意をもらってから
進めるのが順序だ!!

遠藤　章江
ENDO  FUMIEENDO FUMIE

●アグリサイエンスバレー構
想の進捗状況について

農地転用は難しい。構想予定
地は特区にすべき!!

遠藤　正信
ENDO  MASANOBUENDO MASANOBU

● 9.10水害による被災検証に
基づく、今後のライフライ
ン整備・計画について

相野谷浄水場の移転と地下空
洞・埋設物の調査を!!

茂田　信三
SHIGETA  SHINZO

茂田 信
SHIGETA SHINZO

●水害検証委員会における市
長発言について

市役所の職員とボランティア
の方、どこが質が違うのか？

新田　宏安
NITTA  HIROYASU

新田 宏安
NITTA HIROYASU

●常総市の現状と今後の政策
について

雇用創出だけでなく住宅政策
も同時進行でやってもらいた
い!!

関　優嗣
SEKI  MASASHI

関 優嗣
SEKI MASASHI

●今後の災害に備えた対策、
対応について

障がい者に配慮した福祉避難
所の設置、“防災士”資格取
得に対する助成を!!
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２月定例会議  審議案件と結果平成28年

常総市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例
に関する条例について 
常総市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例について 
常総市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部を改正する条例について 
常総市教育委員会教育長の期末手当の特例に関す
る条例について 
証人等その他の者に対する実費弁償に関する条例
の一部を改正する条例について 
常総市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正
する条例について 
常総市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を
改正する条例について 
常総市指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を
改正する条例について 
常総市指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例
の一部を改正する条例について 
常総市障害児就学指導委員会条例の一部を改正す
る条例について 
常総市消費生活センターの組織及び運営等に関す
る条例について 
市道の路線の廃止について（3865号線） 
市道の路線の認定について（3993号線） 
市道の路線の変更について（3861号線） 
平成27年度常総市一般会計補正予算（第９号） 
平成27年度常総市介護サービス事業特別会計補
正予算（第１号） 
平成27年度常総市公共下水道事業特別会計補正
予算（第３号) 
平成27年度常総市大生郷特定公共下水道事業特
別会計補正予算（第１号） 
平成27年度常総市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第３号） 
平成28年度常総市一般会計予算 
平成28年度常総市国民健康保険特別会計予算 
平成28年度常総市後期高齢者医療特別会計予算 
平成28年度常総市介護保険特別会計予算 
平成28年度常総市介護サービス事業特別会計予算 
平成28年度常総市公共下水道事業特別会計予算 
平成28年度常総市大生郷特定公共下水道事業特
別会計予算 
平成28年度常総市農業集落排水事業特別会計予算 
平成28年度常総市水道事業会計予算 
常総市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例について 
平成27年度常総市一般会計補正予算（第10号） 
議会改革特別委員会の設置について 
議会改革特別委員会委員の選任について 
常総市各種委員の推薦について 
公契約条例制定を求める陳情書 
別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備に関
する陳情 
別居・離婚後の親子の断絶を防止する公的支援を
求める陳情 
「若宮戸地区メガソーラーの再設置について」撤
去と謝罪を求める常総市議会への請願 
関東・東北豪雨による水害復興特別委員会中間報
告について 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 棄 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
棄 棄 ○ ○ 棄 棄 ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ 棄 棄 棄 棄 ○ ○ 棄 ○

○ ○ 棄 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 棄 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× 棄 × × × × 棄 × ○ × × × × × × × × ○ × × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

《会議の欠席等の状況》３/１本会議  喜見山明（欠席）  ３/２本会議  大澤清（離席） 倉持守（早退）  ３/３本会議  坂巻文夫（離席）

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決

可決

可決
可決
選任
推薦
採択

不採択

報告
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議
員

　
　
今
回
の
発
災
後
、
対
策
本
部
と
し

て
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
し
た
か
。

 

市
長

　
　
ま
ず
何
と
言
っ
て
も
人
命
の
救
済
、

同
時
に
避
難
所
開
設
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
避
難
所
に
避
難
さ
れ
た
方
の
中
に

は
、
人
が
大
勢
い
る
中
で
は
落
ち
着

い
て
い
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
精
神
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
が
い
た
が
、
結

果
的
に
家
族
の
判
断
で
自
宅
に
戻
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
。
福
祉
避

難
所※

的
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き

た
避
難
所
は
あ
っ
た
か
。

 

市
長

　
　
十
分
な
対
応
は
で
き
な
か
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
は
あ
ら

か
じ
め
特
別
支
援
学
校
と
協
定
を
す

る
と
か
、
障
が
い
の
種
類
に
よ
っ
て

受
け
入
れ
場
所
を
き
ち
っ
と
事
前
に

選
定
し
て
お
か
な
い
と
対
応
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
今
後
、
協
議
を
進
め
て
福
祉
避
難

所
の
設
定
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
災
害
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い

ほ
ど
、
行
政
の
対
応
は
遅
れ
て
し
ま

う
。
発
災
後
、
数
日
は
自
助
共
助
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
が
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
今
後
、
防
災
士
の
組
織
を
立
ち
上

げ
、
市
及
び
地
域
の
防
災
力
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
取
手
市
で
は
、
防
災
士
検
定
に
対

し
て
、
経
費
の
３
分
の
２
、
上
限
６

万
９
０
０
０
円
を
助
成
す
る
そ
う
で

あ
る
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
、
知
識
を
持
っ
て
統
括
し

て
く
れ
る
人
が
い
る
組
織
が
形
成
さ

れ
れ
ば
、
大
変
心
強
い
こ
と
で
は
な

い
か
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
そ
の
よ
う
な
方
向
で
考
え
た
い
。

 

議
員

　
　
私
も
防
災
士
検
定
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

今後の災害に備えた対策、対応について

 

議
員

　
　
関
東
・
東
北
豪
雨
時
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト※

に
連
動
し
た
放
送
が
防
災
無
線

か
ら
流
れ
た
か
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
気
象
関
係
に
つ
い
て
は
、
連
動
し

て
流
れ
る
設
定
を
し
て
い
な
い
の
で

流
れ
て
い
な
い
。

 

議
員

　
　
防
災
無
線
を
設
置
し
た
時
点
で
連

動
さ
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
安
全
安

心
課
に
は
徹
底
し
て
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。
次
に
、
災
害
弔
慰
金
の
ほ
か
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
補
償
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
遺
族
に
対
し
て
災
害
弔
慰
金
５
０

０
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

 

議
員

　
　
前
回
の
一
般
質
問
で
、
市
長
は
判

断
ミ
ス
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ

の
責
任
、
謝
罪
、
補
償
に
つ
い
て
認

め
る
答
弁
を
し
て
い
る
。
補
償
を
弔

慰
金
と
す
り
か
え
る
の
は
お
か
し
い
。

 

市
長

　
　
災
害
弔
慰
金
は
賠
償
的
な
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
今
回
の
災
害
の
原

因
、
責
任
、
違
法
性
の
所
在
が
明
ら

か
に
な
ら
な
い
と
賠
償
は
で
き
な
い
。

 

議
員

　
　
東
海
第
二
原
発
30
キ
ロ
圏
内
か
ら

の
避
難
、
そ
し
て
首
都
直
下
型
地
震

の
際
の
東
京
都
内
か
ら
の
避
難
を
見

据
え
て
、
常
総
市
内
の
土
地
を
貸
し

出
し
て
は
ど
う
か
。
そ
れ
を
含
め
て

安
全
な
場
所
に
大
規
模
避
難
所
を
つ

く
り
、
防
災
関
係
の
対
策
室
も
置
い

て
、
今
回
の
災
害
の
資
料
館
の
よ
う

な
も
の
も
含
め
た
複
合
的
な
施
設
を

提
案
し
た
い
。
は
っ
き
り
言
っ
て
安

全
な
地
域
は
西
し
か
な
い
。

 

市
長

　
　
土
地
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、

大
変
お
も
し
ろ
い
発
想
だ
と
は
思
う
。

 

議
員

　
　
敷
地
の
提
供
と
か
大
規
模
避
難
所

を
つ
く
る
と
か
、
そ
こ
ま
で
や
ら
な

い
と
、
今
回
お
世
話
に
な
っ
た
全
国

の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
は
で
き
な
い
。

関
東
・
東
北
豪
雨
関
係
に
つ
い
て

 

議
員

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
健
康
診
断
時

に
、
水
害
関
係
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ

っ
た
が
、
結
果
の
公
表
や
個
別
指
導

な
ど
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
筑
波
大
学
が
主
体
と
な
り
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
早
急
に
対
応
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対
し
、
市
の

精
神
福
祉
士
と
保
健
師
が
全
戸
訪
問

を
し
て
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
５
月
ご
ろ
掲
載
予
定
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
本
来
こ
う
い
う
も
の
は
市
が
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。
私
は
早
急
に
被

災
さ
れ
た
方
々
の
全
戸
訪
問
を
行
う

べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
市
と
し
て
今

後
や
っ
て
い
く
の
か
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
今
の
と
こ
ろ
戸
別
訪
問
の
予
定
は

な
い
。

 

議
員

　
　
そ
れ
は
お
か
し
い
。
市
が
積
極
的

に
被
災
さ
れ
た
方
々
に
行
く
と
い
う

の
が
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い

か
。
心
の
変
調
は
時
間
が
か
か
っ
て

あ
ら
わ
れ
て
く
る
場
合
も
あ
る
。

 

市
長

　
　
新
年
度
予
算
で
新
た
に
戸
別
訪
問
、

生
活
支
援
相
談
を
す
る
た
め
の
専
任

者
６
名
程
度
の
配
置
を
決
め
て
い
る
。

 
議
員

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
築
35
年
で
建
物

も
老
朽
化
し
、
駐
車
場
も
狭
い
。
防

災
上
、
安
全
な
地
域
に
移
転
し
て
は

ど
う
か
。
計
画
は
あ
る
の
か
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
耐
震
診
断
の
結
果
に
問
題
は
な
く
、

施
設
の
長
寿
命
化
を
目
的
に
防
水
改

修
工
事
を
実
施
予
定
の
た
め
、
現
状

で
は
移
転
は
考
え
て
い
な
い
。

 

議
員

　
　
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
の
は
行
政

の
努
め
で
あ
る
。
壊
れ
た
も
の
を
同

じ
場
所
に
、
前
と
同
じ
よ
う
に
や
る

と
い
う
こ
と
は
、
今
回
の
水
害
か
ら

何
も
学
ん
で
は
い
な
い
。
非
常
時
の

避
難
施
設
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ

う
な
形
態
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
安
全

な
地
域
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

関
　
優
嗣 

議
員

岡
野
　
一
男 

議
員

小
林
　
剛 

議
員

県南総合防災センター

鬼
怒
川
西
側
に

　
　
　
　
大
規
模
避
難
所
に
な
る
複
合
施
設
を
!!

まさかへの備えとして

保健センターの役割について

市民の健康を
　　　　守るのは行政

掲載できなかった質問 ・環境審議会のあり方について
掲載できなかった質問 ・日本原子力発電東海第２原発の事故に対応する広域避難について

・隣接市町村との応援協定について

※

福
祉
避
難
所…

災
害
発
生
時
に
高
齢
者
・
障

が
い
者
・
妊
産
婦
な
ど
特
別
な
配
慮
を
必
要

と
す
る
人
を
受
け
入
れ
る
避
難
所
。

　
平
成
28
年
常
総
市
議
会
（
２
月
定
例

会
議
）
が
、
２
月
24
日
か
ら
３
月
16
日

ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。
　
今
定
例
会
議
に
は
、
平
成
27
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
を
含
む
議
案

28
件
を
市
長
が
提
案
。
初
日
の
本
会
議

で
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
後
日
追

加
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
議
案
等
は

各
常
任
委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
各
委
員
会
（
分
科
会
）

に
お
い
て
詳
細
に
審
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
　
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
議
案
１
件
、

議
員
提
案
に
よ
る
議
案
１
件
が
提
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
議
案
31
件
、
人
事

案
件
２
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
選

任
・
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願

１
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
陳
情

３
件
の
う
ち
、
１
件
が
採
択
、
２
件
が

趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
本
案
は
、
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職

の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
高
度
の
専
門
的
な
知
識

経
験
又
は
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
職
員

を
選
考
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
採
用
及
び
任
期
並

び
に
給
与
の
特
例
に
関
し
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
経
験

を
踏
ま
え
、
危
機
管
理
監
・
広
報
監
を

設
置
す
る
に
あ
た
り
、
相
応
の
人
材
を

採
用
す
る
た
め
に
必
要
な
条
例
を
定
め

る
も
の
で
す
。

　
常
総
市
議
会
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

議
会
改
革
の
取
り
組
み
と
関
東
・
東
北

豪
雨
の
被
害
に
よ
る
常
総
市
の
財
政
を

踏
ま
え
、
市
民
と
と
も
に
議
会
と
議
員

の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

上
で
、
議
会
活
動
・
議
員
定
数
等
及
び

経
費
の
検
証
を
行
う
た
め
、
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
設
置
期
間

は
目
的
が
達
成
す
る
ま
で
の
相
当
期
間

で
、
委
員
定
数
は
８
名
で
す
。
委
員
名

に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
58
号

常
総
市
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員

の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

平
成
28
年
２
月
定
例
会
議

審

議

結

果

議
案
第
88
号

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て

※Ｊアラート…津波警報、緊急地震速報、弾道ミサイル発射情報等を、国が人工衛星を経由して送信し、
市町村の防災無線等を自動起動することにより、住民に緊急情報を瞬時に伝達するシステム。
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議
員

　
　
現
在
、
常
総
市
で
は
水
害
の
復
旧

復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
時
に
私

は
大
地
震
の
対
策
も
急
務
と
思
っ
て

い
る
。
行
政
、
地
域
、
そ
し
て
市
民

一
人
一
人
の
災
害
意
識
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に

は
自
助
、
共
助
、
公
助
が
一
体
と
な

り
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
早
期
の
復
旧

復
興
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
そ
こ
で
、
市
内
の
自
主
防
災

組
織
の
結
成
状
況
を
伺
い
た
い
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
現
在
、
市
内
の
自
主
防
災
組
織
は

掲載できなかった質問

86
あ
り
、
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

 

議
員

　
　
市
内
を
１
０
０
％
カ
バ
ー
す
る
に

は
何
組
織
が
必
要
と
想
定
さ
れ
る
か
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
市
内
に
は
自
治
区
が
約
２
０
０
あ

る
の
で
、
２
０
０
く
ら
い
結
成
さ
れ

る
の
が
い
い
と
思
う
。

 

議
員

　
　
昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
水
害
時

に
は
、
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
病
気
の
方
を
避
難
誘
導
す

る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
自
主

防
災
組
織
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
対
処
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
形

式
的
な
自
主
防
災
組
織
で
は
な
く
、

一
人
一
人
が
危
機
管
理
意
識
を
持
ち
、

組
織
の
目
的
を
明
確
に
し
、
避
難
所

運
営
管
理
や
災
害
時
要
援
護
者
を
助

け
ら
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組

織
で
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
阪
神

　
・
淡
路
大
震
災
で
は
約
15
万
人
が
生

き
埋
め
に
な
り
、
そ
の
う
ち
11
万
５

０
０
０
人
は
自
力
で
脱
出
し
た
が
、

残
り
の
約
３
万
５
０
０
０
人
の
う
ち

77
％
は
近
隣
住
民
に
救
出
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
震
災
イ
コ
ー
ル
避

難
だ
け
で
は
な
く
、
救
助
活
動
を
行

う
実
践
的
な
研
修
や
訓
練
も
必
要
で

あ
る
。
防
災
士
の
取
得
な
ど
も
促
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ご

配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

今後の災害対策について

 

議
員

　
　
圏
央
道
周
辺
開
発
で
は
、
１
０
０

０
人
か
ら
の
雇
用
を
見
込
ん
で
い
る

と
い
う
中
で
、
き
ぬ
の
里
の
よ
う
な

整
然
と
し
た
住
宅
政
策
も
同
時
進
行

で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
雇
用
の
確

保
だ
け
で
は
な
く
、
常
総
市
に
来
て

く
れ
た
企
業
や
従
業
員
さ
ん
に
住
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
政
策
も
少
子

化
・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
有
効
だ

と
思
う
。

 

市
長

　
　
工
業
団
地
は
つ
く
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
人
た
ち
が
住
む
場
所
の
整
備
が

遅
れ
て
し
ま
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

雇
用
の
場
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
で

働
い
て
い
る
人
た
ち
が
常
総
市
内
に

定
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
住
宅
政

策
も
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ

て
い
る
。
き
ぬ
の
里
に
は
ま
だ
住
め

る
余
地
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
可

能
性
が
あ
る
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と

埋
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。
線
引
き

に
つ
い
て
は
見
直
す
こ
と
が
難
し
く
、

違
う
手
法
で
住
宅
地
の
開
発
が
で
き

な
い
か
懸
命
に
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
地
域
共
同
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

地
域
の
活
動
で
班
長
さ
ん
が
チ
ラ
シ

を
配
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
高
齢
化

が
進
み
、
「
お
断
り
し
た
い
ん
だ
け

ど…

」
と
い
う
方
も
い
る
。
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
く
と

思
う
。
市
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
対
策

を
練
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
行
政
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

長
所
を
発
揮
し
合
い
、
社
会
を
支
え

て
い
く
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
地
域
の
助
け
合
い
で
、
簡
単
な
こ

と
は
地
域
で
や
る
と
い
う
の
も
一
つ

の
地
域
共
同
の
あ
り
方
だ
と
思
う
。

一
杯
の
お
茶
よ
り
、
一
杯
の
お
酒
で

親
交
が
深
ま
り
、
地
域
の
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
部
分
が
取
り
戻
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

常総市の現状と今後の政策について

 

議
員

　
　
現
在
、
災
害
ご
み
の
仮
置
き
場
と

な
っ
て
い
る
青
少
年
の
家
は
、
あ
す

な
ろ
の
里
と
同
様
に
避
難
所
と
し
て

も
機
能
す
る
、
大
変
重
要
な
公
共
施

設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

青
少
年
の
家
は
ど
の
よ
う
な
状
態
か
。

 

教
育
部
長

　
　
建
物
の
老
朽
化
が
激
し
い
た
め
、

今
後
使
用
を
続
け
る
た
め
に
は
耐
震

診
断
や
耐
震
補
強
等
が
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

 

議
員

　
　
建
物
の
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
耐
震
診
断
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
あ
ま
り
使
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
診
断
を
し
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

 

教
育
部
長

　
　
診
断
後
の
利
用
方
法
を
十
分
に
検

討
し
て
か
ら
耐
震
診
断
を
行
お
う
と

考
え
て
い
た
。

 

議
員

　
　
ぜ
ひ
耐
震
診
断
を
し
て
補
修
を
進

め
、
避
難
所
等
に
活
用
で
き
る
施
設

に
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
青
少

年
の
家
は
高
台
に
あ
り
、
水
害
は
問

題
な
い
。
地
震
に
対
し
て
も
液
状
化

の
心
配
も
な
い
。
地
下
水
も
そ
れ
な

り
の
対
応
を
す
れ
ば
飲
料
水
に
使
え

る
。
市
民
に
二
度
と
災
害
の
苦
労
を

さ
せ
な
い
で
ほ
し
い
。

 

市
長

　
　
青
少
年
の
家
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
質

は
非
常
に
よ
く
、
建
物
も
木
造
校
舎

で
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
西
地
区
は

水
害
に
強
く
地
盤
も
い
い
。
今
回
の

水
害
か
ら
の
反
省
と
い
う
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
新
た
に
あ
の
地
域
全
体
を

し
っ
か
り
と
防
災
の
拠
点
と
し
て
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
当
然
耐
震
診
断
を
や
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
新
た
な
位
置
付
け

も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

同
時
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

議
員

　
　
避
難
所
、
ま
た
多
機
能
な
施
設
と

し
て
ぜ
ひ
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
青
少
年
の
家
」
に
つ
い
て

水
害
検
証
委
員
会
に
お
け
る
市
長
発
言
に
つ
い
て

 

議
員

　
　
水
害
検
証
委
員
会
で
、
私
は
「
市

職
員
の
水
害
時
の
残
業
代
が
１
４
０

万
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
。
１
日

幾
ら
と
い
う
形
に
し
な
い
か
ら
だ
。

善
後
策
を
考
え
ろ
。
」
と
言
っ
た
ら
、

市
長
は
「
一
般
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
質
が
違
う
。
」
と
言
っ
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
聞
い
た
ら
、
ど

う
思
う
か
。
仕
事
中
に
た
ば
こ
を
吸

っ
て
い
る
市
職
員
と
遠
方
か
ら
寝
ず

に
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
ど
ち

ら
が
労
働
の
質
が
い
い
の
か
。

 

市
長

　
　
職
員
は
、
指
揮
命
令
権
に
基
づ
い

て
働
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
で
、

労
基
法
に
お
け
る
労
働
の
概
念
に
入

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
行
く
こ
と

自
体
自
分
で
選
択
で
き
、
そ
の
中
で

自
由
に
休
む
こ
と
も
で
き
る
。
指
揮

命
令
権
は
一
切
な
い
。
厳
密
に
言
え

ば
労
働
と
い
う
概
念
に
当
た
ら
な
い
。

そ
の
違
い
を
言
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
職
員
は
拘
束
時
間
が
決
ま
っ
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
仕
事
中
に
た
ば
こ
を

吸
う
の
か
。
ま
ず
庁
舎
内
に
喫
煙
室

が
あ
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
も
指
揮
官
が
い

る
。
好
き
勝
手
や
っ
て
い
る
と
思
う

か
。
ま
た
、
働
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
表
現
が
お
か
し
い
。
公
務
員
は
み

ん
な
の
た
め
に
自
主
的
に
働
く
の
だ

ろ
う
。

 

市
長

　
　
常
総
市
で
あ
れ
ば
私
が
指
揮
命
令

権
を
発
し
て
い
る
わ
け
で
、
労
働
者

の
側
か
ら
見
れ
ば
、
働
か
さ
れ
て
い

る
と
い
う
受
け
取
り
に
な
る
と
思
う
。

 

議
員

　
　
で
は
、
勤
務
中
に
た
ば
こ
を
吸
え

と
指
揮
命
令
で
出
し
て
い
る
の
か
。

 

市
長

　
　
執
務
時
間
中
に
た
ば
こ
を
吸
う
の

は
許
さ
れ
る
行
為
で
は
な
い
。
私
は

厳
重
注
意
を
し
た
。

 

議
員

　
　
水
害
当
初
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
た
く
さ
ん
来
た
が
、
指
揮
系
統
が

で
き
て
な
い
か
ら
帰
し
て
し
ま
っ
た
。

常
総
市
に
は
も
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
本
当
に
困
っ
た

被
災
者
を
助
け
た
い
と
い
う
一
念
で

頑
張
っ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

大
澤
　
清 

議
員

坂
野
　
茂
実 

議
員

茂
田
　
信
三 

議
員

新
田
　
宏
安 

議
員

青少年の家

鬼
怒
川
西
部
の
防
災
拠
点
と
し
て
!!

労
働
の
質
と
は
？

自主防災は
地域コミュニティーから！！

住んで働ける常総市に！！

・子どもを健全に育む環境について

掲載できなかった質問 ・空き家対策について掲載できなかった質問 ・水害における市税、諸税金の減収について　・受動喫煙防止の動きについて

自主防災
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議
員

　
　
水
害
後
の
開
発
予
定
地
の
現
状
を

踏
ま
え
、
計
画
変
更
の
必
要
性
、
可

能
性
に
つ
い
て
問
う
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
都
市
的
土
地
利
用
エ
リ
ア
の
市
街

化
区
域
編
入
の
都
市
計
画
決
定
手
続

き
は
29
年
度
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
農
地
的
土
地

利
用
エ
リ
ア
で
行
う
事
業
に
つ
い
て

も
遅
延
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

 

議
員

　
　
本
来
で
あ
れ
ば
、
農
政
協
議
を
含

む
今
年
３
月
の
都
市
計
画
の
定
期
見

直
し
に
よ
っ
て
市
街
化
編
入
を
行
う

予
定
で
あ
っ
た
が
、
随
分
遅
れ
て
い

る
。
こ
の
事
業
が
難
し
い
理
由
は
、

開
発
予
定
地
が
優
良
農
地
で
あ
り
、

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
で
が
っ
ち
り
縛
り
を
受
け
た
地
域

だ
か
ら
で
あ
る
。
予
定
地
が
今
回
の

水
害
で
被
害
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
構
想
を
進
め
る
こ
と
に
私
は
非

常
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
。
次
に
、

開
発
に
当
た
っ
て
盛
土
が
必
要
と
い

う
こ
と
だ
が
、
田
ん
ぼ
に
盛
土
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
遊
水
池
が
失
わ
れ

掲載できなかった質問

る
可
能
性
が
あ
る
。
田
ん
ぼ
は
洪
水

時
に
非
常
に
有
効
な
遊
水
池
で
あ
る
。

こ
の
構
想
を
今
後
進
め
て
い
く
に
当

た
っ
て
の
市
長
の
見
解
を
問
う
。

 

市
長

　
　
新
た
な
位
置
付
け
と
し
て
、
復
興

計
画
の
中
心
に
、
イ
ン
タ
ー
開
発
構

想
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー
構
想

の
土
地
に
は
、
土
地
改
良
事
業
等
の

国
庫
予
算
が
入
っ
て
い
る
。
農
地
を

転
用
す
る
た
め
に
は
、
補
助
事
業
に

よ
る
土
地
改
良
事
業
等
の
完
了
後
８

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
と
い
う
法

律
の
定
め
が
あ
る
が
。

 

産
業
労
働
部
長

　
　
災
害
復
旧
事
業
は
、
農
振
法
上
の

土
地
改
良
事
業
に
は
該
当
せ
ず
、
構

想
予
定
地
の
農
地
復
旧
に
国
費
は
入

っ
て
い
な
い
。

 

議
員

　
　
市
長
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
あ
ら

ゆ
る
人
脈
や
手
段
を
使
っ
て
、
こ
の

地
域
を
特
区
に
し
て
も
ら
う
こ
と
、

こ
れ
に
尽
き
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

 

議
員

　
　
27
年
12
月
の
一
般
質
問
で
、
市
長

は
、
上
三
坂
へ
の
避
難
指
示
発
令
ミ

ス
を
認
め
、
ま
た
責
任
を
感
じ
て
お

り
、
責
任
の
次
は
謝
罪
、
謝
罪
の
次

は
補
償
で
あ
る
と
も
認
め
た
。
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
か
。

 
市
長

　
　
賠
償
に
当
た
っ
て
は
、
原
因
が
ど

こ
に
あ
っ
た
か
、
違
法
性
が
あ
る
か

ど
う
か
、
そ
こ
が
明
確
に
な
っ
た
時

点
で
問
わ
れ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
第
三
者
を
中
心
と
し
た
検
証

委
員
会
の
検
証
結
果
が
出
る
の
を
待

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
若
宮
戸
は
し
っ
か
り
と
消
防
団
員

や
職
員
が
張
り
つ
い
て
越
水
前
に
避

難
が
終
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
下
流
部
に
つ
い
て
は
、
越
水
も
予

想
さ
れ
る
と
い
う
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が

入
っ
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
若
宮
戸
と

同
じ
手
だ
て
を
し
な
か
っ
た
の
か
。

 

市
長

　
　
若
宮
戸
は
も
と
も
と
堤
防
が
な
い

地
区
で
あ
り
予
測
も
で
き
た
が
、
ほ

か
の
地
区
に
つ
い
て
は
ど
こ
で
切
れ

る
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

 

議
員

　
　
今
回
の
災
害
時
に
お
け
る
各
地
区

の
自
助
共
助
の
事
例
を
報
告
す
る
。

根
新
田
で
は
区
長
の
名
前
で
災
害
対

策
本
部
が
立
ち
上
が
り
、
「
た
だ
い

ま
、
お
に
ぎ
り
が
届
き
ま
し
た
。
」

と
か
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
な
方

は
対
策
本
部
に
来
て
く
だ
さ
い
。
」

と
い
っ
た
メ
ー
ル
が
ど
ん
ど
ん
来
た
。

各
住
民
が
年
間
１
０
０
円
を
負
担
し

て
、
区
長
か
ら
住
民
全
員
に
メ
ー
ル

が
来
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
具
体
的
に
メ
ー
ル
を
使
っ
て
情
報

発
信
し
た
と
い
う
こ
と
ま
で
は
聞
い

て
い
な
か
っ
た
。

 

議
員

　
　
こ
れ
は
そ
ん
な
に
お
金
が
か
か
ら

な
い
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
取
り

入
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

豪雨水害について

 

議
員

　
　
昨
年
９
月
10
日
の
水
害
に
よ
り
、

相
野
谷
浄
水
場
は
浸
水
を
し
、
１
万

１
８
０
０
世
帯
が
断
水
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
い
う
命

に
関
わ
る
よ
う
な
施
設
に
つ
い
て
、

今
後
の
整
備
と
計
画
を
問
う
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
相
野
谷
浄
水
場
の
配
水
ポ
ン
プ
４

台
中
２
台
を
水
中
型
配
水
ポ
ン
プ
に

転
換
し
、
非
常
用
自
家
発
電
機
を
施

設
内
の
高
所
へ
移
設
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
将
来
的
に
は
高
い
と
こ
ろ
に
浄
水

場
を
、
と
考
え
る
の
が
普
通
だ
と
思

う
が
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
移
転
に
つ
い
て
は
、
場
所
と
経
費

の
問
題
を
考
え
る
と
非
常
に
難
し
い
。

 

議
員

　
　
一
番
困
る
の
は
市
民
で
あ
る
。
リ

ス
ク
を
少
な
く
し
て
い
く
と
い
う
の

が
考
え
の
基
本
で
あ
っ
て
い
い
と
思

う
。
次
に
イ
ン
フ
ラ
の
総
点
検
と
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て
問
う
。
今
回
の

水
害
で
数
日
間
道
路
が
冠
水
し
て
い

た
地
域
も
あ
る
。
道
路
の
地
下
に
は

集
落
排
水
や
下
水
道
の
配
管
も
あ
り
、

車
で
通
行
す
る
こ
と
に
心
配
で
あ
る
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
道
路
の
地
下
の
空
洞
や
埋
設
物
の

調
査
等
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
事
後
保
全
型
で
は
な
く
予
防
保
全

型※

に
考
え
を
変
え
て
い
か
な
い
と
、

な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
市
民
の
安

全
を
守
る
こ
と
も
市
の
役
割
で
あ
り
、

市
が
主
導
し
て
管
理
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
心
配
な
の
は

下
水
道
で
あ
る
。
長
時
間
冠
水
し
て

い
た
場
所
な
ど
は
、
よ
く
目
視
な
り

注
意
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
さ
ら
に
そ
う
い
う
危
険
箇
所

を
見
出
し
な
が
ら
、
国
の
交
付
金
も

活
用
し
て
、
市
民
の
安
全
な
生
活
を

堅
持
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

９
・
10
水
害
に
よ
る
被
災
検
証
に
基
づ
く
、
今
後
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
・
計

画
に
つ
い
て

予
算
の
執
行
及
び
各
種
支
援
制
度
の
動
向
に
つ
い
て

 

議
員

　
　
「
孤
独
死
の
前
に
は
孤
独
生
が
あ

る
。
孤
独
死
を
な
く
す
に
は
孤
独
生

を
な
く
せ
ば
い
い
。
」
と
、
あ
る
講

師
の
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
集
会

施
設
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
生
ま
れ
、
孤
独
生
を

な
く
す
一
助
に
も
な
る
と
思
う
。
そ

の
意
味
か
ら
も
集
会
施
設
を
早
め
に

整
備
す
る
た
め
、
２
０
０
万
円
く
ら

い
ま
で
は
全
額
補
助
で
き
な
い
か
。

 

市
長

　
　
地
区
公
民
館
は
地
域
の
方
の
所
有

な
の
で
、
私
は
３
分
の
２
の
補
助
と

い
う
の
は
行
政
と
し
て
は
妥
当
な
線

か
と
も
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
次
に
、
義
援
金
の
配
分
に
つ
い
て

伺
う
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
第
１
次
配
分
と
し
て
、
４
５
５
８

件
、
総
額
３
億
６
８
６
０
万
円
の
配

分
を
行
っ
て
い
る
。

 

議
員

　
　
現
在
、
い
く
ら
残
っ
て
い
る
か
。

 

社
会
福
祉
課
長

　
　
約
４
億
５
７
５
６
万
円
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
特
に
４
月
に
は
入
学
式
等
が
あ
り
、

お
金
が
か
か
る
。
で
き
れ
ば
今
月
い

っ
ぱ
い
く
ら
い
に
市
の
義
援
金
だ
け

で
も
配
分
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

社
会
福
祉
課
長

　
　
早
急
に
準
備
を
進
め
た
い
と
事
務

局
で
は
思
っ
て
い
る
。

 
議
員

　
　
県
か
ら
の
義
援
金
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

 

社
会
福
祉
課
長

　
　
２
次
配
分
に
つ
い
て
は
、
県
も
３

月
末
に
は
配
分
の
検
討
に
入
る
と
聞

い
て
い
る
。

 

議
員

　
　
一
緒
に
と
い
う
の
が
望
ま
し
い
が
、

常
総
市
だ
け
で
も
先
行
し
て
早
め
に

配
分
を
し
て
、
県
に
対
し
て
も
早
く

や
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
要
望
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

遠
藤
　
章
江 

議
員

遠
藤
　
正
信 

議
員

寺
田
　
洋 

議
員

中
村
　
博
美 

議
員

相野谷浄水場

保
全
は
事
後
で
は
な
く
予
防
で
!!

ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー
構
想
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

や
っ
ぱ
り
特
区
で
し
ょ
!!

義
援
金
の
配
分
を
早
急
に
!!

認めたミスの
　　謝罪と補償を確実に！！

掲載できなかった質問 ・職員研修について

掲載できなかった質問 ・防災対策について
・関東・東北豪雨災害による農地ならびに農業者の被害状況について
・常総市内の公共施設の被災状況と現状について

※予防保全…定期的な点検で早期に損傷を発見し、事故に至る前に補修すること。
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議
員

　
　
今
回
、
国
は
「
鬼
怒
川
緊
急
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
総
事
業
費
約

５
８
０
億
円
、
６
年
を
か
け
て
堤
防

整
備
を
行
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
つ
く
る
堤
防
は
、
川
表
の
り
面
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
覆
っ
て
、

遮
水
シ
ー
ト
も
張
る
。
昨
年
と
同
じ

水
量
に
は
耐
え
ら
れ
る
と
い
う
が
、

昨
年
よ
り
も
多
い
雨
に
見
舞
わ
れ
て

越
水
す
る
と
ど
う
な
る
か
。
越
水
し

た
水
の
圧
力
が
の
り
面
を
掘
っ
て
、

掲載できなかった質問

崩
れ
て
決
壊
し
て
し
ま
う
。
ぜ
ひ
裏

の
り
面
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
と
遮
水
シ
ー
ト
を
設
置
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
越
水
し
て

も
長
期
間
耐
え
る
こ
と
か
で
き
、
流

水
量
が
減
っ
て
く
れ
ば
決
壊
し
な
い

で
済
む
。
常
総
市
か
ら
出
て
行
っ
た

方
に
、
「
も
う
安
心
だ
か
ら
常
総
市

に
戻
っ
て
お
い
で
」
と
言
え
る
よ
う

な
堤
防
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。

市
を
挙
げ
て
国
交
省
に
要
望
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
鬼
怒
川
下
流
域
の
７
市
町
が
構
成

す
る
期
成
同
盟
会
で
検
討
す
る
形
に

な
る
か
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
一
番
被
害
を
受
け
た
常
総
市
が
ま

ず
声
を
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
三

坂
地
区
は
６
月
ご
ろ
ま
で
に
完
成
予

定
と
聞
い
て
い
る
が
、
若
宮
戸
地
区

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
現
在
、
用
地
取
得
の
た
め
の
調
整

中
で
、
調
整
が
済
み
次
第
、
工
事
に

着
手
す
る
と
の
こ
と
。
工
期
は
６
ヶ

月
程
度
と
国
交
省
か
ら
聞
い
て
い
る
。

 

議
員

　
　
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
た
ら
台
風
の
時

期
に
間
に
合
う
か
わ
か
ら
な
い
。
用

地
買
収
も
工
事
も
同
時
進
行
で
お
願

い
し
た
い
。

鬼怒川緊急対策プロジェクトの堤防整備の問題点について

 

議
員

　
　
私
は
こ
の
構
想
に
反
対
で
は
な
い

が
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
難
し
い
事

業
だ
と
言
っ
て
い
る
。
万
一
と
い
う

と
き
は
だ
れ
が
責
任
を
負
う
の
か
。

 

市
長

　
　
ス
タ
ー
ト
す
る
前
に
失
敗
し
た
ら

ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
そ
の
も
の

が
お
か
し
い
と
思
う
。

 

議
員

　
　
測
量
に
つ
い
て
も
地
権
者
の
同
意

を
と
っ
て
か
ら
や
っ
て
く
だ
さ
い
と

申
し
込
ん
で
お
い
た
が
、
そ
れ
を
振

り
切
っ
て
今
測
量
に
入
っ
て
い
る
。

２
億
数
千
万
の
測
量
費
が
予
算
に
入

っ
て
い
る
が
、
専
門
家
に
聞
い
た
ら

１
億
２
０
０
０
万
で
で
き
る
と
い
う
。

 

産
業
拠
点
整
備
課
参
事
兼
理
事

　
　
今
回
の
測
量
は
個
人
の
土
地
に
立

ち
入
る
も
の
で
は
な
い
点
を
ご
理
解

願
い
た
い
。
ま
た
、
測
量
費
の
見
積

も
り
は
、
国
交
省
の
積
算
基
準
に
沿

っ
た
も
の
で
あ
り
、
前
提
条
件
が
同

じ
で
あ
れ
ば
他
業
者
が
見
積
も
り
を

し
て
も
同
額
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

 

議
員

　
　
私
は
第
一
に
地
権
者
の
同
意
を
も

ら
え
て
い
な
い
こ
と
が
不
安
な
の
で

あ
る
。
一
般
社
会
で
は
承
諾
書
な
り

契
約
書
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
決
ま
ら

な
い
。
同
意
を
も
ら
っ
て
か
ら
進
め

る
の
が
順
序
だ
ろ
う
。
少
数
意
見
だ

か
ら
と
切
り
捨
て
、
ど
ん
ど
ん
進
め

る
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

 

市
長

　
　
当
然
地
権
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
力
を
置
い
て
現
在
事
業
を
進

め
て
い
る
。

 

議
員

　
　
い
つ
ま
で
に
同
意
を
取
り
つ
け
る

の
か
。

 

産
業
拠
点
整
備
課
参
事
兼
理
事

　
　
い
つ
ま
で
と
い
う
形
で
今
お
答
え

は
で
き
な
い
。
白
畑
地
区
の
反
対
し

て
い
た
方
か
ら
、
条
件
付
き
で
賛
同

す
る
と
い
う
要
望
書
を
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
精
査
し
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

鬼怒川決壊による大規模水害とアグリサイエンスバ
レー構想について

 

議
員

　
　
27
年
４
月
か
ら
社
会
体
育
施
設
へ

の
指
定
管
理
者
を
導
入
し
た
が
、
昨

年
９
月
に
発
生
し
た
水
害
に
よ
り
、

指
定
管
理
施
設
で
あ
る
水
海
道
総
合

体
育
館
、
石
下
体
育
館
と
も
に
避
難

所
と
な
っ
た
。
水
害
発
生
時
か
ら
避

難
所
解
除
ま
で
の
間
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て

は
、
24
時
間
体
制
で
避
難
所
業
務
を

行
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
非
常
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
業
務
が
で

き
な
い
間
、
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
の
事

業
活
動
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

 

教
育
部
長

　
　
避
難
所
運
営
の
補
助
と
し
て
人
員

を
配
置
し
、
市
職
員
の
補
佐
と
し
て

災
害
対
応
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
た
。

特
に
、
災
害
発
生
時
に
は
、
ず
ぶ
濡

れ
で
避
難
し
て
き
た
被
災
者
に
、
施

設
内
の
物
販
商
品
で
あ
る
衣
服
や
靴

を
即
時
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
は
感
謝
を
し
て
い
る
。
避
難
所

閉
鎖
後
の
12
月
に
は
、
市
内
中
学
・

高
校
野
球
部
を
対
象
に
野
球
道
具
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
現
在
、

復
興
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

市
内
小
学
校
で
は
、
教
育
委
員
会
・

体
育
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
催

で
、
ミ
ズ
ノ
独
自
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
キ
ッ
ズ
ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン※

」
を

実
施
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手

な
児
童
で
も
参
加
す
る
意
欲
が
拡
大

で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

 

議
員

　
　
小
学
校
単
位
で
や
っ
て
い
る
の
か
。

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

　
　
被
災
し
た
川
東
地
区
の
小
学
校
、

川
西
地
区
で
豊
岡
小
・
岡
田
小
で
実

施
し
て
い
る
。
非
常
に
好
評
で
、
今

後
も
体
育
の
授
業
に
組
み
込
み
た
い

と
い
う
要
望
も
あ
る
。

 

議
員

　
　
西
の
ほ
う
も
ぜ
ひ
こ
う
い
う
子
ど

も
た
ち
が
喜
ぶ
よ
う
な
、
体
力
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
な
キ
ッ
ズ
ヘ
キ
サ

ス
ロ
ン
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

社
会
体
育
施
設
へ
の
「
指
定
管
理
者
制
度
」
導
入
後
の
成
果
に
つ
い
て

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て

 

議
員

　
　
27
年
度
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

を
小
６
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、

慢
性
的
な
指
導
員
の
不
足
を
生
じ
て

お
り
、
29
年
４
月
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現

在
の
児
童
利
用
者
数
は
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
現
在
、
登
録
児
童
数
は
１
０
４
８

人
、
全
児
童
数
の
約
30
％
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
春
休
み
、
夏
休
み
の
運
営
時
間
は
。

 

こ
ど
も
課
長

　
　
朝
８
時
か
ら
夕
方
６
時
半
ま
で
で

あ
る
。

 

議
員

　
　
長
時
間
子
ど
も
た
ち
を
預
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
保
護
者

と
し
て
は
大
変
助
か
る
。
し
か
し
、

絹
西
小
な
ど
で
も
指
導
者
が
不
足
し

て
い
る
と
聞
く
が
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
指
導
員

を
常
時
配
置
し
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に

主
任
者
を
置
く
体
制
が
で
き
る
。

 

議
員

　
　
そ
の
財
源
と
近
隣
市
町
の
状
況
は
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
今
年
度
の
事
業
費
約
７
２
０
０
万

円
か
ら
増
加
し
て
、
約
１
億
円
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。
近
隣
市
町
で
は

事
業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
利
用
料

を
有
料
と
し
、
財
源
に
充
て
て
い
る
。

 

議
員

　
　
管
理
者
制
度
に
し
て
一
部
負
担
が

あ
る
と
し
て
も
、
負
担
で
き
な
い
家

庭
も
あ
る
と
思
う
。

 

市
長

　
　
有
料
か
無
料
か
に
つ
い
て
は
、
実

施
ま
で
１
年
あ
る
の
で
、
議
論
し
て
、

ゆ
っ
く
り
と
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
決
め
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
や
は
り
保
護
者
は
負
担
が
な
い
ほ

う
が
い
い
。
そ
こ
を
よ
く
理
解
し
な

が
ら
予
算
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

石
川
　
栄
子 

議
員

坂
巻
　
文
夫 

議
員

中
村
　
安
雄 

議
員

水
野
　
昇 

議
員

堤防断面図

圏央道常総インターチェンジ周辺

避
難
所
で
の
対
応
に
感
謝

指
定
管
理
後
も
負
担
な
し
で

決壊しない安心な堤防を！！

地権者の同意がなければ
　　　　　　　始まらない

・通学道路整備について

掲載できなかった質問 ・今後の義援金の使い道について　・児童クラブのあり方について掲載できなかった質問 ・常総市狭あい道路拡幅整備要綱（石下地区）、水海道地区の狭あい道路の整備について

※キッズヘキサスロン…運動

が苦手な子どもでも走る、

跳ぶ、投げるなど基本的な

動作を自然と身につけられ

る運動遊びメニューと運動

能力測定を組み合わせたプ

ログラム。

陸
　
側

河
川
側

6ｍ

天端

40ｍ

鋼矢板堤脚水路

遮水シート

コンクリートブロック

川裏 川表

川裏側もコンク
リートブロック
遮水シートで強
化を！！
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議
員

　
　
避
難
指
示
を
出
す
の
は
全
権
を
握

っ
て
い
る
市
長
だ
が
、
非
常
に
酷
な

立
場
で
あ
る
。
地
震
は
起
こ
っ
て
か

ら
避
難
指
示
を
出
す
が
、
水
害
は
事

前
に
出
す
。
現
場
で
の
想
像
力
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
情
報
は
国
が
握

っ
て
い
る
。
市
長
に
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
で
入
る
が
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
非
常
に
も
た
も
た

す
る
。
三
坂
に
つ
い
て
は
後
手
後
手

に
回
っ
た
。
地
域
に
専
門
監
が
い
な

い
か
ら
、
国
が
言
っ
て
い
る
こ
と
も

受
け
ら
れ
な
い
。
国
と
一
緒
に
な
っ

て
情
報
を
的
確
に
捉
え
ら
れ
る
プ
ロ

掲載できなかった質問

が
い
な
け
れ
ば
だ
め
で
あ
る
。

　
　
片
山
善
博
さ
ん
が
鳥
取
県
知
事
に

な
っ
て
、
真
っ
先
に
や
っ
た
の
は
防

災
監
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

知
事
と
同
じ
権
限
を
も
た
せ
る
か
ら

何
で
も
や
れ
と
い
う
こ
と
で
任
せ
た

そ
う
だ
。
そ
の
１
年
半
後
に
鳥
取
地

震
が
起
き
た
。
ま
た
、
彼
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
し
で
訓
練
を
や
ら
せ
た
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
な
く
て
も
動
け
る
体
制

を
つ
く
ろ
う
と
。
今
回
、
常
総
市
で

危
機
管
理
監
と
い
う
災
害
の
プ
ロ
を

雇
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
ん
な
こ

と
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
防
災
に
関
す
る
様
々
な
知
識
を
持

ち
、
災
害
対
応
に
長
け
た
防
災
顧
問

の
よ
う
な
外
部
の
専
門
家
を
危
機
管

理
監
と
し
て
採
用
す
る
市
町
村
が
ふ

え
て
き
て
い
る
。
当
市
と
し
て
も
災

害
時
に
お
け
る
組
織
対
応
管
理
が
で

き
る
専
門
家
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
、
28
年
度
よ
り
配
置
す
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。
危
機
管
理
監
が
設
置

さ
れ
れ
ば
、
危
機
管
理
監
に
防
災
関

係
の
一
切
を
集
中
さ
せ
、
防
災
訓
練
、

防
災
備
蓄
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
な
ど
、
危
機
管
理
監
を
中
心
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
全
国
の
大
き
な
例
に
な
る
よ
う
な

こ
と
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
災
害
は

突
然
来
る
の
だ
か
ら
。

災害対策本部の体制について

 

議
員

　
　
支
援
物
資
に
対
す
る
御
礼
状
に
つ

い
て
伺
う
。
現
在
の
発
送
状
況
は
。

 

企
画
部
長

　
　
支
援
物
資
に
対
す
る
御
礼
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
御
礼
文

を
掲
載
し
た
。
今
後
は
早
急
に
御
礼

状
を
発
送
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

 
議
員

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
あ
り
ま

す
よ
と
い
う
の
で
は
あ
ま
り
に
も
寂

し
い
。
感
謝
の
言
葉
こ
そ
誠
意
を
も

っ
た
も
の
で
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
先
日
、
自
民
党
茨
城
県
連
大
会
が

あ
り
、
そ
こ
で
県
知
事
、
衆
参
両
議

員
、
各
市
長
か
ら
常
総
市
に
対
す
る

お
悔
や
み
の
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
常

総
市
長
は
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
。

お
世
話
に
な
っ
て
い
な
が
ら
、
感
謝

を
伝
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
な
い

の
か
。
政
治
家
と
し
て
で
は
な
く
、

人
と
し
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
続
け

る
こ
と
が
本
当
に
必
要
で
あ
る
。

 

市
長

　
　
御
礼
の
気
持
ち
は
も
ち
ろ
ん
あ
る

が
、
特
定
の
政
党
の
大
会
に
は
す
べ

て
行
っ
て
い
な
い
。

 

議
員

　
　
全
国
ど
こ
で
も
行
っ
て
御
礼
を
述

べ
て
い
た
だ
き
た
い
。
政
党
と
か
関

係
な
く
、
人
と
し
て
お
願
い
し
た
い
。

そ
れ
が
で
き
る
の
は
ト
ッ
プ
だ
け
な

ん
で
す
よ
。
次
に
、
堤
防
の
パ
イ
ピ

ン
グ
の
危
険
性
に
つ
い
て
伺
う
。
堤

防
の
パ
イ
ピ
ン
グ
の
箇
所
は
、
ど
の

よ
う
な
工
法
で
改
修
す
る
の
か
。

 

安
全
安
心
課
長

　
　
川
の
の
り
尻
の
と
こ
ろ
に
鋼
矢
板

を
打
ち
込
ん
で
水
を
遮
断
し
、
の
り

面
は
遮
水
シ
ー
ト
等
を
張
っ
て
、
漏

水
を
防
ぐ
と
聞
い
て
い
る
。

 

議
員

　
　
今
年
の
出
水
期
ま
で
に
板
を
は
め

る
と
の
こ
と
だ
が
、
遮
水
シ
ー
ト
等

の
工
事
は
そ
の
後
に
な
る
そ
う
で
あ

る
。
市
民
の
不
安
が
な
い
よ
う
、
ぜ

ひ
市
民
か
ら
の
要
望
を
国
交
省
に
伝

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

豪雨水害後の対応と現在、今後の市政ついて

 

議
員

　
　
各
自
治
体
が
地
方
創
生
政
策
を
練

っ
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ

う
と
必
死
で
取
り
組
ん
で
い
る
中
、

我
が
常
総
市
は
昨
年
９
月
に
大
水
害

に
襲
わ
れ
、
人
口
が
流
出
し
、
復
興

を
主
と
し
た
創
生
案
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
人
口
減
少
対
策
に
は
、
中
で

も
都
市
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
内
守
谷
・
坂
手
工
業
団
地
に
つ
い

て
は
地
区
計
画
を
定
め
、
新
た
な
産

業
用
地
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
、
花
島
工
業
団
地
に
つ
い
て
も
地

区
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
圏
央
道
常

総
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
つ
い

て
も
、
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー

構
想
の
中
で
企
業
誘
致
エ
リ
ア
を
市

街
化
区
域
に
編
入
す
る
た
め
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。
住
居
系
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
は
区
域
指
定
の
制
度
を

活
用
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
る
が
、
制
度
決
定
か
ら

既
に
10
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
状

況
の
変
化
に
応
じ
た
見
直
し
を
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
常
総
市
は
川
を
挟
ん
で
東
側
は
低

く
、
西
側
は
丘
陵
で
高
い
。
地
形
を

生
か
し
た
こ
れ
か
ら
の
常
総
市
の
政

策
が
必
要
か
と
感
じ
て
い
る
。
西
側

の
丘
陵
地
帯
に
都
市
計
画
の
変
更
を

し
て
、
で
き
れ
ば
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
も
必
要
か
と
思
う
。
工
業
地
域
の

見
直
し
と
同
様
に
地
区
計
画
の
中
で
、

西
側
に
指
定
区
域
を
早
急
に
つ
く
っ

て
は
い
か
が
か
。

 

企
画
部
長

　
　
復
興
計
画
の
答
申
書
の
中
で
も
土

地
利
用
計
画
の
見
直
し
と
い
う
内
容

も
出
て
い
る
の
で
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
常
総
市
も
復
興
と
地
方
創
生
を
あ

わ
せ
て
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
市
計
画
と
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

 

議
員

　
　
少
子
化
が
何
を
意
味
す
る
の
か
。

簡
単
に
言
え
ば
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
、
何
も
機
能
で
き
な
く
な
る

と
、
最
終
的
に
は
自
治
体
が
消
滅
す

る
。
近
隣
の
つ
く
ば
市
、
守
谷
市
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
は
人
口
が
ふ
え
て

い
る
が
、
常
総
市
の
人
口
は
、
前
回

の
国
勢
調
査
か
ら
比
べ
て
約
５
千
数

百
人
減
っ
て
い
る
。
少
子
化
対
策
の

方
向
性
、
常
総
市
の
未
来
を
市
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

市
長

　
　
少
子
化
政
策
と
し
て
、
産
業
振
興

に
よ
る
働
く
場
所
の
創
出
と
住
居
の

確
保
、
す
く
す
く
医
療
費
の
高
校
３

年
生
ま
で
の
拡
大
、
市
内
全
小
学
校

の
空
調
整
備
、
土
曜
日
補
習
教
室
等

が
あ
る
。
加
え
て
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
対
し
て
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
と
い
う
方
向
性
を
考
え

て
い
る
。

 

議
員

　
　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
若
い
親
た
ち
を

応
援
し
て
い
こ
う
、
少
子
化
を
食
い

と
め
る
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
き
た
。

そ
れ
を
、
ほ
か
の
自
治
体
が
有
料
化

し
て
い
る
か
ら
、
う
ち
も
そ
う
し
た

い
。
こ
れ
で
は
人
口
が
減
る
一
方
の

当
市
に
と
っ
て
は
何
ら
少
子
化
対
策

に
は
な
ら
な
い
。
有
料
化
な
ん
て
い

う
話
は
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

市
長

　
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
イ
コ
ー

ル
有
料
化
と
い
う
形
で
は
な
い
。

 

議
員

　
　
政
策
と
い
う
の
は
、
自
分
の
頭
で

考
え
て
、
自
分
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

ほ
っ
と
サ
タ
デ
ー
に
し
て
も
私
が
あ

な
た
に
言
っ
た
政
策
で
し
ょ
う
。
医

療
費
の
無
料
化
は
以
前
か
ら
や
っ
て

い
る
。
独
自
の
施
策
は
な
い
の
か
。

 

市
長

　
　
す
く
す
く
医
療
費
の
高
校
３
年
生

ま
で
の
拡
大
は
、
独
自
の
政
策
だ
と

思
う
。
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
少
子
化
を
食
い
と
め

た
北
欧
型
社
会
を
目
指
す
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。

堀
越
　
道
男 

議
員

倉
持
　
守 

議
員

中
島
　
亨
一 

議
員

金
子
　
晃
久 

議
員

川
西
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
!!

市
長
、
独
自
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
り
ま
す
か
？

危機管理監への大きな期待

ひとりの人として
　　　　　　感謝を伝える

・農業振興について　・消防団の報酬（費用弁償）について

掲載できなかった質問 ・災害支援策について　・災害の減災対策について掲載できなかった質問 ・７月の市長選挙に出馬する意向の有無を問う

（危機管理監）（危機管理監）
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議
員

　
　
避
難
指
示
を
出
す
の
は
全
権
を
握

っ
て
い
る
市
長
だ
が
、
非
常
に
酷
な

立
場
で
あ
る
。
地
震
は
起
こ
っ
て
か

ら
避
難
指
示
を
出
す
が
、
水
害
は
事

前
に
出
す
。
現
場
で
の
想
像
力
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
情
報
は
国
が
握

っ
て
い
る
。
市
長
に
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
で
入
る
が
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
非
常
に
も
た
も
た

す
る
。
三
坂
に
つ
い
て
は
後
手
後
手

に
回
っ
た
。
地
域
に
専
門
監
が
い
な

い
か
ら
、
国
が
言
っ
て
い
る
こ
と
も

受
け
ら
れ
な
い
。
国
と
一
緒
に
な
っ

て
情
報
を
的
確
に
捉
え
ら
れ
る
プ
ロ

掲載できなかった質問

が
い
な
け
れ
ば
だ
め
で
あ
る
。

　
　
片
山
善
博
さ
ん
が
鳥
取
県
知
事
に

な
っ
て
、
真
っ
先
に
や
っ
た
の
は
防

災
監
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

知
事
と
同
じ
権
限
を
も
た
せ
る
か
ら

何
で
も
や
れ
と
い
う
こ
と
で
任
せ
た

そ
う
だ
。
そ
の
１
年
半
後
に
鳥
取
地

震
が
起
き
た
。
ま
た
、
彼
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
し
で
訓
練
を
や
ら
せ
た
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
な
く
て
も
動
け
る
体
制

を
つ
く
ろ
う
と
。
今
回
、
常
総
市
で

危
機
管
理
監
と
い
う
災
害
の
プ
ロ
を

雇
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
ん
な
こ

と
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

 
市
民
生
活
部
長

　
　
防
災
に
関
す
る
様
々
な
知
識
を
持

ち
、
災
害
対
応
に
長
け
た
防
災
顧
問

の
よ
う
な
外
部
の
専
門
家
を
危
機
管

理
監
と
し
て
採
用
す
る
市
町
村
が
ふ

え
て
き
て
い
る
。
当
市
と
し
て
も
災

害
時
に
お
け
る
組
織
対
応
管
理
が
で

き
る
専
門
家
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
、
28
年
度
よ
り
配
置
す
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。
危
機
管
理
監
が
設
置

さ
れ
れ
ば
、
危
機
管
理
監
に
防
災
関

係
の
一
切
を
集
中
さ
せ
、
防
災
訓
練
、

防
災
備
蓄
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
な
ど
、
危
機
管
理
監
を
中
心
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
全
国
の
大
き
な
例
に
な
る
よ
う
な

こ
と
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
災
害
は

突
然
来
る
の
だ
か
ら
。

災害対策本部の体制について

 

議
員

　
　
支
援
物
資
に
対
す
る
御
礼
状
に
つ

い
て
伺
う
。
現
在
の
発
送
状
況
は
。

 

企
画
部
長

　
　
支
援
物
資
に
対
す
る
御
礼
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
御
礼
文

を
掲
載
し
た
。
今
後
は
早
急
に
御
礼

状
を
発
送
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
あ
り
ま

す
よ
と
い
う
の
で
は
あ
ま
り
に
も
寂

し
い
。
感
謝
の
言
葉
こ
そ
誠
意
を
も

っ
た
も
の
で
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
先
日
、
自
民
党
茨
城
県
連
大
会
が

あ
り
、
そ
こ
で
県
知
事
、
衆
参
両
議

員
、
各
市
長
か
ら
常
総
市
に
対
す
る

お
悔
や
み
の
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
常

総
市
長
は
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
。

お
世
話
に
な
っ
て
い
な
が
ら
、
感
謝

を
伝
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
な
い

の
か
。
政
治
家
と
し
て
で
は
な
く
、

人
と
し
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
続
け

る
こ
と
が
本
当
に
必
要
で
あ
る
。

 

市
長

　
　
御
礼
の
気
持
ち
は
も
ち
ろ
ん
あ
る

が
、
特
定
の
政
党
の
大
会
に
は
す
べ

て
行
っ
て
い
な
い
。

 

議
員

　
　
全
国
ど
こ
で
も
行
っ
て
御
礼
を
述

べ
て
い
た
だ
き
た
い
。
政
党
と
か
関

係
な
く
、
人
と
し
て
お
願
い
し
た
い
。

そ
れ
が
で
き
る
の
は
ト
ッ
プ
だ
け
な

ん
で
す
よ
。
次
に
、
堤
防
の
パ
イ
ピ

ン
グ
の
危
険
性
に
つ
い
て
伺
う
。
堤

防
の
パ
イ
ピ
ン
グ
の
箇
所
は
、
ど
の

よ
う
な
工
法
で
改
修
す
る
の
か
。

 

安
全
安
心
課
長

　
　
川
の
の
り
尻
の
と
こ
ろ
に
鋼
矢
板

を
打
ち
込
ん
で
水
を
遮
断
し
、
の
り

面
は
遮
水
シ
ー
ト
等
を
張
っ
て
、
漏

水
を
防
ぐ
と
聞
い
て
い
る
。

 

議
員

　
　
今
年
の
出
水
期
ま
で
に
板
を
は
め

る
と
の
こ
と
だ
が
、
遮
水
シ
ー
ト
等

の
工
事
は
そ
の
後
に
な
る
そ
う
で
あ

る
。
市
民
の
不
安
が
な
い
よ
う
、
ぜ

ひ
市
民
か
ら
の
要
望
を
国
交
省
に
伝

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

豪雨水害後の対応と現在、今後の市政ついて

 

議
員

　
　
各
自
治
体
が
地
方
創
生
政
策
を
練

っ
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ

う
と
必
死
で
取
り
組
ん
で
い
る
中
、

我
が
常
総
市
は
昨
年
９
月
に
大
水
害

に
襲
わ
れ
、
人
口
が
流
出
し
、
復
興

を
主
と
し
た
創
生
案
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
人
口
減
少
対
策
に
は
、
中
で

も
都
市
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
内
守
谷
・
坂
手
工
業
団
地
に
つ
い

て
は
地
区
計
画
を
定
め
、
新
た
な
産

業
用
地
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
、
花
島
工
業
団
地
に
つ
い
て
も
地

区
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
圏
央
道
常

総
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
つ
い

て
も
、
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー

構
想
の
中
で
企
業
誘
致
エ
リ
ア
を
市

街
化
区
域
に
編
入
す
る
た
め
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。
住
居
系
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
は
区
域
指
定
の
制
度
を

活
用
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
る
が
、
制
度
決
定
か
ら

既
に
10
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
状

況
の
変
化
に
応
じ
た
見
直
し
を
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
常
総
市
は
川
を
挟
ん
で
東
側
は
低

く
、
西
側
は
丘
陵
で
高
い
。
地
形
を

生
か
し
た
こ
れ
か
ら
の
常
総
市
の
政

策
が
必
要
か
と
感
じ
て
い
る
。
西
側

の
丘
陵
地
帯
に
都
市
計
画
の
変
更
を

し
て
、
で
き
れ
ば
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
も
必
要
か
と
思
う
。
工
業
地
域
の

見
直
し
と
同
様
に
地
区
計
画
の
中
で
、

西
側
に
指
定
区
域
を
早
急
に
つ
く
っ

て
は
い
か
が
か
。

 

企
画
部
長

　
　
復
興
計
画
の
答
申
書
の
中
で
も
土

地
利
用
計
画
の
見
直
し
と
い
う
内
容

も
出
て
い
る
の
で
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
常
総
市
も
復
興
と
地
方
創
生
を
あ

わ
せ
て
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
市
計
画
と
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

 

議
員

　
　
少
子
化
が
何
を
意
味
す
る
の
か
。

簡
単
に
言
え
ば
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
、
何
も
機
能
で
き
な
く
な
る

と
、
最
終
的
に
は
自
治
体
が
消
滅
す

る
。
近
隣
の
つ
く
ば
市
、
守
谷
市
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
は
人
口
が
ふ
え
て

い
る
が
、
常
総
市
の
人
口
は
、
前
回

の
国
勢
調
査
か
ら
比
べ
て
約
５
千
数

百
人
減
っ
て
い
る
。
少
子
化
対
策
の

方
向
性
、
常
総
市
の
未
来
を
市
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

市
長

　
　
少
子
化
政
策
と
し
て
、
産
業
振
興

に
よ
る
働
く
場
所
の
創
出
と
住
居
の

確
保
、
す
く
す
く
医
療
費
の
高
校
３

年
生
ま
で
の
拡
大
、
市
内
全
小
学
校

の
空
調
整
備
、
土
曜
日
補
習
教
室
等

が
あ
る
。
加
え
て
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
対
し
て
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
と
い
う
方
向
性
を
考
え

て
い
る
。

 

議
員

　
　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
若
い
親
た
ち
を

応
援
し
て
い
こ
う
、
少
子
化
を
食
い

と
め
る
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
き
た
。

そ
れ
を
、
ほ
か
の
自
治
体
が
有
料
化

し
て
い
る
か
ら
、
う
ち
も
そ
う
し
た

い
。
こ
れ
で
は
人
口
が
減
る
一
方
の

当
市
に
と
っ
て
は
何
ら
少
子
化
対
策

に
は
な
ら
な
い
。
有
料
化
な
ん
て
い

う
話
は
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

市
長

　
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
イ
コ
ー

ル
有
料
化
と
い
う
形
で
は
な
い
。

 

議
員

　
　
政
策
と
い
う
の
は
、
自
分
の
頭
で

考
え
て
、
自
分
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

ほ
っ
と
サ
タ
デ
ー
に
し
て
も
私
が
あ

な
た
に
言
っ
た
政
策
で
し
ょ
う
。
医

療
費
の
無
料
化
は
以
前
か
ら
や
っ
て

い
る
。
独
自
の
施
策
は
な
い
の
か
。

 

市
長

　
　
す
く
す
く
医
療
費
の
高
校
３
年
生

ま
で
の
拡
大
は
、
独
自
の
政
策
だ
と

思
う
。
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
少
子
化
を
食
い
と
め

た
北
欧
型
社
会
を
目
指
す
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。

堀
越
　
道
男 

議
員

倉
持
　
守 

議
員

中
島
　
亨
一 

議
員

金
子
　
晃
久 

議
員

川
西
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
!!

市
長
、
独
自
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
り
ま
す
か
？

危機管理監への大きな期待

ひとりの人として
　　　　　　感謝を伝える

・農業振興について　・消防団の報酬（費用弁償）について

掲載できなかった質問 ・災害支援策について　・災害の減災対策について掲載できなかった質問 ・７月の市長選挙に出馬する意向の有無を問う

（危機管理監）（危機管理監）
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議
員

　
　
今
回
、
国
は
「
鬼
怒
川
緊
急
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
総
事
業
費
約

５
８
０
億
円
、
６
年
を
か
け
て
堤
防

整
備
を
行
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
つ
く
る
堤
防
は
、
川
表
の
り
面
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
覆
っ
て
、

遮
水
シ
ー
ト
も
張
る
。
昨
年
と
同
じ

水
量
に
は
耐
え
ら
れ
る
と
い
う
が
、

昨
年
よ
り
も
多
い
雨
に
見
舞
わ
れ
て

越
水
す
る
と
ど
う
な
る
か
。
越
水
し

た
水
の
圧
力
が
の
り
面
を
掘
っ
て
、

掲載できなかった質問

崩
れ
て
決
壊
し
て
し
ま
う
。
ぜ
ひ
裏

の
り
面
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
と
遮
水
シ
ー
ト
を
設
置
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
越
水
し
て

も
長
期
間
耐
え
る
こ
と
か
で
き
、
流

水
量
が
減
っ
て
く
れ
ば
決
壊
し
な
い

で
済
む
。
常
総
市
か
ら
出
て
行
っ
た

方
に
、
「
も
う
安
心
だ
か
ら
常
総
市

に
戻
っ
て
お
い
で
」
と
言
え
る
よ
う

な
堤
防
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。

市
を
挙
げ
て
国
交
省
に
要
望
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
鬼
怒
川
下
流
域
の
７
市
町
が
構
成

す
る
期
成
同
盟
会
で
検
討
す
る
形
に

な
る
か
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
一
番
被
害
を
受
け
た
常
総
市
が
ま

ず
声
を
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
三

坂
地
区
は
６
月
ご
ろ
ま
で
に
完
成
予

定
と
聞
い
て
い
る
が
、
若
宮
戸
地
区

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
現
在
、
用
地
取
得
の
た
め
の
調
整

中
で
、
調
整
が
済
み
次
第
、
工
事
に

着
手
す
る
と
の
こ
と
。
工
期
は
６
ヶ

月
程
度
と
国
交
省
か
ら
聞
い
て
い
る
。

 

議
員

　
　
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
た
ら
台
風
の
時

期
に
間
に
合
う
か
わ
か
ら
な
い
。
用

地
買
収
も
工
事
も
同
時
進
行
で
お
願

い
し
た
い
。

鬼怒川緊急対策プロジェクトの堤防整備の問題点について

 

議
員

　
　
私
は
こ
の
構
想
に
反
対
で
は
な
い

が
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
難
し
い
事

業
だ
と
言
っ
て
い
る
。
万
一
と
い
う

と
き
は
だ
れ
が
責
任
を
負
う
の
か
。

 

市
長

　
　
ス
タ
ー
ト
す
る
前
に
失
敗
し
た
ら

ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
そ
の
も
の

が
お
か
し
い
と
思
う
。

 
議
員

　
　
測
量
に
つ
い
て
も
地
権
者
の
同
意

を
と
っ
て
か
ら
や
っ
て
く
だ
さ
い
と

申
し
込
ん
で
お
い
た
が
、
そ
れ
を
振

り
切
っ
て
今
測
量
に
入
っ
て
い
る
。

２
億
数
千
万
の
測
量
費
が
予
算
に
入

っ
て
い
る
が
、
専
門
家
に
聞
い
た
ら

１
億
２
０
０
０
万
で
で
き
る
と
い
う
。

 

産
業
拠
点
整
備
課
参
事
兼
理
事

　
　
今
回
の
測
量
は
個
人
の
土
地
に
立

ち
入
る
も
の
で
は
な
い
点
を
ご
理
解

願
い
た
い
。
ま
た
、
測
量
費
の
見
積

も
り
は
、
国
交
省
の
積
算
基
準
に
沿

っ
た
も
の
で
あ
り
、
前
提
条
件
が
同

じ
で
あ
れ
ば
他
業
者
が
見
積
も
り
を

し
て
も
同
額
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

 

議
員

　
　
私
は
第
一
に
地
権
者
の
同
意
を
も

ら
え
て
い
な
い
こ
と
が
不
安
な
の
で

あ
る
。
一
般
社
会
で
は
承
諾
書
な
り

契
約
書
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
決
ま
ら

な
い
。
同
意
を
も
ら
っ
て
か
ら
進
め

る
の
が
順
序
だ
ろ
う
。
少
数
意
見
だ

か
ら
と
切
り
捨
て
、
ど
ん
ど
ん
進
め

る
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

 

市
長

　
　
当
然
地
権
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
力
を
置
い
て
現
在
事
業
を
進

め
て
い
る
。

 

議
員

　
　
い
つ
ま
で
に
同
意
を
取
り
つ
け
る

の
か
。

 

産
業
拠
点
整
備
課
参
事
兼
理
事

　
　
い
つ
ま
で
と
い
う
形
で
今
お
答
え

は
で
き
な
い
。
白
畑
地
区
の
反
対
し

て
い
た
方
か
ら
、
条
件
付
き
で
賛
同

す
る
と
い
う
要
望
書
を
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
精
査
し
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

鬼怒川決壊による大規模水害とアグリサイエンスバ
レー構想について

 

議
員

　
　
27
年
４
月
か
ら
社
会
体
育
施
設
へ

の
指
定
管
理
者
を
導
入
し
た
が
、
昨

年
９
月
に
発
生
し
た
水
害
に
よ
り
、

指
定
管
理
施
設
で
あ
る
水
海
道
総
合

体
育
館
、
石
下
体
育
館
と
も
に
避
難

所
と
な
っ
た
。
水
害
発
生
時
か
ら
避

難
所
解
除
ま
で
の
間
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て

は
、
24
時
間
体
制
で
避
難
所
業
務
を

行
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
非
常
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
業
務
が
で

き
な
い
間
、
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
の
事

業
活
動
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

 

教
育
部
長

　
　
避
難
所
運
営
の
補
助
と
し
て
人
員

を
配
置
し
、
市
職
員
の
補
佐
と
し
て

災
害
対
応
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
た
。

特
に
、
災
害
発
生
時
に
は
、
ず
ぶ
濡

れ
で
避
難
し
て
き
た
被
災
者
に
、
施

設
内
の
物
販
商
品
で
あ
る
衣
服
や
靴

を
即
時
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
は
感
謝
を
し
て
い
る
。
避
難
所

閉
鎖
後
の
12
月
に
は
、
市
内
中
学
・

高
校
野
球
部
を
対
象
に
野
球
道
具
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
現
在
、

復
興
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

市
内
小
学
校
で
は
、
教
育
委
員
会
・

体
育
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
催

で
、
ミ
ズ
ノ
独
自
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
キ
ッ
ズ
ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン※

」
を

実
施
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手

な
児
童
で
も
参
加
す
る
意
欲
が
拡
大

で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

 

議
員

　
　
小
学
校
単
位
で
や
っ
て
い
る
の
か
。

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

　
　
被
災
し
た
川
東
地
区
の
小
学
校
、

川
西
地
区
で
豊
岡
小
・
岡
田
小
で
実

施
し
て
い
る
。
非
常
に
好
評
で
、
今

後
も
体
育
の
授
業
に
組
み
込
み
た
い

と
い
う
要
望
も
あ
る
。

 

議
員

　
　
西
の
ほ
う
も
ぜ
ひ
こ
う
い
う
子
ど

も
た
ち
が
喜
ぶ
よ
う
な
、
体
力
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
な
キ
ッ
ズ
ヘ
キ
サ

ス
ロ
ン
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

社
会
体
育
施
設
へ
の
「
指
定
管
理
者
制
度
」
導
入
後
の
成
果
に
つ
い
て

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て

 

議
員

　
　
27
年
度
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

を
小
６
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、

慢
性
的
な
指
導
員
の
不
足
を
生
じ
て

お
り
、
29
年
４
月
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現

在
の
児
童
利
用
者
数
は
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
現
在
、
登
録
児
童
数
は
１
０
４
８

人
、
全
児
童
数
の
約
30
％
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
春
休
み
、
夏
休
み
の
運
営
時
間
は
。

 

こ
ど
も
課
長

　
　
朝
８
時
か
ら
夕
方
６
時
半
ま
で
で

あ
る
。

 

議
員

　
　
長
時
間
子
ど
も
た
ち
を
預
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
保
護
者

と
し
て
は
大
変
助
か
る
。
し
か
し
、

絹
西
小
な
ど
で
も
指
導
者
が
不
足
し

て
い
る
と
聞
く
が
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
指
導
員

を
常
時
配
置
し
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に

主
任
者
を
置
く
体
制
が
で
き
る
。

 

議
員

　
　
そ
の
財
源
と
近
隣
市
町
の
状
況
は
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
今
年
度
の
事
業
費
約
７
２
０
０
万

円
か
ら
増
加
し
て
、
約
１
億
円
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。
近
隣
市
町
で
は

事
業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
利
用
料

を
有
料
と
し
、
財
源
に
充
て
て
い
る
。

 
議
員

　
　
管
理
者
制
度
に
し
て
一
部
負
担
が

あ
る
と
し
て
も
、
負
担
で
き
な
い
家

庭
も
あ
る
と
思
う
。

 

市
長

　
　
有
料
か
無
料
か
に
つ
い
て
は
、
実

施
ま
で
１
年
あ
る
の
で
、
議
論
し
て
、

ゆ
っ
く
り
と
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
決
め
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
や
は
り
保
護
者
は
負
担
が
な
い
ほ

う
が
い
い
。
そ
こ
を
よ
く
理
解
し
な

が
ら
予
算
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

石
川
　
栄
子 

議
員

坂
巻
　
文
夫 

議
員

中
村
　
安
雄 

議
員

水
野
　
昇 

議
員

堤防断面図

圏央道常総インターチェンジ周辺

避
難
所
で
の
対
応
に
感
謝

指
定
管
理
後
も
負
担
な
し
で

決壊しない安心な堤防を！！

地権者の同意がなければ
　　　　　　　始まらない

・通学道路整備について

掲載できなかった質問 ・今後の義援金の使い道について　・児童クラブのあり方について掲載できなかった質問 ・常総市狭あい道路拡幅整備要綱（石下地区）、水海道地区の狭あい道路の整備について

※キッズヘキサスロン…運動

が苦手な子どもでも走る、

跳ぶ、投げるなど基本的な

動作を自然と身につけられ

る運動遊びメニューと運動

能力測定を組み合わせたプ

ログラム。

陸
　
側

河
川
側

6ｍ

天端

40ｍ

鋼矢板堤脚水路

遮水シート

コンクリートブロック

川裏 川表

川裏側もコンク
リートブロック
遮水シートで強
化を！！
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議
員

　
　
水
害
後
の
開
発
予
定
地
の
現
状
を

踏
ま
え
、
計
画
変
更
の
必
要
性
、
可

能
性
に
つ
い
て
問
う
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
都
市
的
土
地
利
用
エ
リ
ア
の
市
街

化
区
域
編
入
の
都
市
計
画
決
定
手
続

き
は
29
年
度
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
農
地
的
土
地

利
用
エ
リ
ア
で
行
う
事
業
に
つ
い
て

も
遅
延
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

 

議
員

　
　
本
来
で
あ
れ
ば
、
農
政
協
議
を
含

む
今
年
３
月
の
都
市
計
画
の
定
期
見

直
し
に
よ
っ
て
市
街
化
編
入
を
行
う

予
定
で
あ
っ
た
が
、
随
分
遅
れ
て
い

る
。
こ
の
事
業
が
難
し
い
理
由
は
、

開
発
予
定
地
が
優
良
農
地
で
あ
り
、

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
で
が
っ
ち
り
縛
り
を
受
け
た
地
域

だ
か
ら
で
あ
る
。
予
定
地
が
今
回
の

水
害
で
被
害
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
構
想
を
進
め
る
こ
と
に
私
は
非

常
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
。
次
に
、

開
発
に
当
た
っ
て
盛
土
が
必
要
と
い

う
こ
と
だ
が
、
田
ん
ぼ
に
盛
土
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
遊
水
池
が
失
わ
れ

掲載できなかった質問

る
可
能
性
が
あ
る
。
田
ん
ぼ
は
洪
水

時
に
非
常
に
有
効
な
遊
水
池
で
あ
る
。

こ
の
構
想
を
今
後
進
め
て
い
く
に
当

た
っ
て
の
市
長
の
見
解
を
問
う
。

 

市
長

　
　
新
た
な
位
置
付
け
と
し
て
、
復
興

計
画
の
中
心
に
、
イ
ン
タ
ー
開
発
構

想
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 
議
員

　
　
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー
構
想

の
土
地
に
は
、
土
地
改
良
事
業
等
の

国
庫
予
算
が
入
っ
て
い
る
。
農
地
を

転
用
す
る
た
め
に
は
、
補
助
事
業
に

よ
る
土
地
改
良
事
業
等
の
完
了
後
８

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
と
い
う
法

律
の
定
め
が
あ
る
が
。

 

産
業
労
働
部
長

　
　
災
害
復
旧
事
業
は
、
農
振
法
上
の

土
地
改
良
事
業
に
は
該
当
せ
ず
、
構

想
予
定
地
の
農
地
復
旧
に
国
費
は
入

っ
て
い
な
い
。

 

議
員

　
　
市
長
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
あ
ら

ゆ
る
人
脈
や
手
段
を
使
っ
て
、
こ
の

地
域
を
特
区
に
し
て
も
ら
う
こ
と
、

こ
れ
に
尽
き
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

 

議
員

　
　
27
年
12
月
の
一
般
質
問
で
、
市
長

は
、
上
三
坂
へ
の
避
難
指
示
発
令
ミ

ス
を
認
め
、
ま
た
責
任
を
感
じ
て
お

り
、
責
任
の
次
は
謝
罪
、
謝
罪
の
次

は
補
償
で
あ
る
と
も
認
め
た
。
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
か
。

 

市
長

　
　
賠
償
に
当
た
っ
て
は
、
原
因
が
ど

こ
に
あ
っ
た
か
、
違
法
性
が
あ
る
か

ど
う
か
、
そ
こ
が
明
確
に
な
っ
た
時

点
で
問
わ
れ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
第
三
者
を
中
心
と
し
た
検
証

委
員
会
の
検
証
結
果
が
出
る
の
を
待

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
若
宮
戸
は
し
っ
か
り
と
消
防
団
員

や
職
員
が
張
り
つ
い
て
越
水
前
に
避

難
が
終
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
下
流
部
に
つ
い
て
は
、
越
水
も
予

想
さ
れ
る
と
い
う
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が

入
っ
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
若
宮
戸
と

同
じ
手
だ
て
を
し
な
か
っ
た
の
か
。

 

市
長

　
　
若
宮
戸
は
も
と
も
と
堤
防
が
な
い

地
区
で
あ
り
予
測
も
で
き
た
が
、
ほ

か
の
地
区
に
つ
い
て
は
ど
こ
で
切
れ

る
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

 

議
員

　
　
今
回
の
災
害
時
に
お
け
る
各
地
区

の
自
助
共
助
の
事
例
を
報
告
す
る
。

根
新
田
で
は
区
長
の
名
前
で
災
害
対

策
本
部
が
立
ち
上
が
り
、
「
た
だ
い

ま
、
お
に
ぎ
り
が
届
き
ま
し
た
。
」

と
か
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
な
方

は
対
策
本
部
に
来
て
く
だ
さ
い
。
」

と
い
っ
た
メ
ー
ル
が
ど
ん
ど
ん
来
た
。

各
住
民
が
年
間
１
０
０
円
を
負
担
し

て
、
区
長
か
ら
住
民
全
員
に
メ
ー
ル

が
来
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
具
体
的
に
メ
ー
ル
を
使
っ
て
情
報

発
信
し
た
と
い
う
こ
と
ま
で
は
聞
い

て
い
な
か
っ
た
。

 

議
員

　
　
こ
れ
は
そ
ん
な
に
お
金
が
か
か
ら

な
い
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
取
り

入
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

豪雨水害について

 

議
員

　
　
昨
年
９
月
10
日
の
水
害
に
よ
り
、

相
野
谷
浄
水
場
は
浸
水
を
し
、
１
万

１
８
０
０
世
帯
が
断
水
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
い
う
命

に
関
わ
る
よ
う
な
施
設
に
つ
い
て
、

今
後
の
整
備
と
計
画
を
問
う
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
相
野
谷
浄
水
場
の
配
水
ポ
ン
プ
４

台
中
２
台
を
水
中
型
配
水
ポ
ン
プ
に

転
換
し
、
非
常
用
自
家
発
電
機
を
施

設
内
の
高
所
へ
移
設
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
将
来
的
に
は
高
い
と
こ
ろ
に
浄
水

場
を
、
と
考
え
る
の
が
普
通
だ
と
思

う
が
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
移
転
に
つ
い
て
は
、
場
所
と
経
費

の
問
題
を
考
え
る
と
非
常
に
難
し
い
。

 
議
員

　
　
一
番
困
る
の
は
市
民
で
あ
る
。
リ

ス
ク
を
少
な
く
し
て
い
く
と
い
う
の

が
考
え
の
基
本
で
あ
っ
て
い
い
と
思

う
。
次
に
イ
ン
フ
ラ
の
総
点
検
と
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て
問
う
。
今
回
の

水
害
で
数
日
間
道
路
が
冠
水
し
て
い

た
地
域
も
あ
る
。
道
路
の
地
下
に
は

集
落
排
水
や
下
水
道
の
配
管
も
あ
り
、

車
で
通
行
す
る
こ
と
に
心
配
で
あ
る
。

 

都
市
建
設
部
長

　
　
道
路
の
地
下
の
空
洞
や
埋
設
物
の

調
査
等
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
事
後
保
全
型
で
は
な
く
予
防
保
全

型※

に
考
え
を
変
え
て
い
か
な
い
と
、

な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
市
民
の
安

全
を
守
る
こ
と
も
市
の
役
割
で
あ
り
、

市
が
主
導
し
て
管
理
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
心
配
な
の
は

下
水
道
で
あ
る
。
長
時
間
冠
水
し
て

い
た
場
所
な
ど
は
、
よ
く
目
視
な
り

注
意
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
さ
ら
に
そ
う
い
う
危
険
箇
所

を
見
出
し
な
が
ら
、
国
の
交
付
金
も

活
用
し
て
、
市
民
の
安
全
な
生
活
を

堅
持
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

９
・
10
水
害
に
よ
る
被
災
検
証
に
基
づ
く
、
今
後
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
・
計

画
に
つ
い
て

予
算
の
執
行
及
び
各
種
支
援
制
度
の
動
向
に
つ
い
て

 

議
員

　
　
「
孤
独
死
の
前
に
は
孤
独
生
が
あ

る
。
孤
独
死
を
な
く
す
に
は
孤
独
生

を
な
く
せ
ば
い
い
。
」
と
、
あ
る
講

師
の
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
集
会

施
設
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
生
ま
れ
、
孤
独
生
を

な
く
す
一
助
に
も
な
る
と
思
う
。
そ

の
意
味
か
ら
も
集
会
施
設
を
早
め
に

整
備
す
る
た
め
、
２
０
０
万
円
く
ら

い
ま
で
は
全
額
補
助
で
き
な
い
か
。

 

市
長

　
　
地
区
公
民
館
は
地
域
の
方
の
所
有

な
の
で
、
私
は
３
分
の
２
の
補
助
と

い
う
の
は
行
政
と
し
て
は
妥
当
な
線

か
と
も
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
次
に
、
義
援
金
の
配
分
に
つ
い
て

伺
う
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
第
１
次
配
分
と
し
て
、
４
５
５
８

件
、
総
額
３
億
６
８
６
０
万
円
の
配

分
を
行
っ
て
い
る
。

 

議
員

　
　
現
在
、
い
く
ら
残
っ
て
い
る
か
。

 

社
会
福
祉
課
長

　
　
約
４
億
５
７
５
６
万
円
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
特
に
４
月
に
は
入
学
式
等
が
あ
り
、

お
金
が
か
か
る
。
で
き
れ
ば
今
月
い

っ
ぱ
い
く
ら
い
に
市
の
義
援
金
だ
け

で
も
配
分
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

社
会
福
祉
課
長

　
　
早
急
に
準
備
を
進
め
た
い
と
事
務

局
で
は
思
っ
て
い
る
。

 

議
員

　
　
県
か
ら
の
義
援
金
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

 

社
会
福
祉
課
長

　
　
２
次
配
分
に
つ
い
て
は
、
県
も
３

月
末
に
は
配
分
の
検
討
に
入
る
と
聞

い
て
い
る
。

 

議
員

　
　
一
緒
に
と
い
う
の
が
望
ま
し
い
が
、

常
総
市
だ
け
で
も
先
行
し
て
早
め
に

配
分
を
し
て
、
県
に
対
し
て
も
早
く

や
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
要
望
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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議
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議
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議
員

相野谷浄水場

保
全
は
事
後
で
は
な
く
予
防
で
!!

ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー
構
想
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

や
っ
ぱ
り
特
区
で
し
ょ
!!

義
援
金
の
配
分
を
早
急
に
!!

認めたミスの
　　謝罪と補償を確実に！！

掲載できなかった質問 ・職員研修について

掲載できなかった質問 ・防災対策について
・関東・東北豪雨災害による農地ならびに農業者の被害状況について
・常総市内の公共施設の被災状況と現状について

※予防保全…定期的な点検で早期に損傷を発見し、事故に至る前に補修すること。
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議
員

　
　
現
在
、
常
総
市
で
は
水
害
の
復
旧

復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
時
に
私

は
大
地
震
の
対
策
も
急
務
と
思
っ
て

い
る
。
行
政
、
地
域
、
そ
し
て
市
民

一
人
一
人
の
災
害
意
識
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に

は
自
助
、
共
助
、
公
助
が
一
体
と
な

り
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
早
期
の
復
旧

復
興
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
そ
こ
で
、
市
内
の
自
主
防
災

組
織
の
結
成
状
況
を
伺
い
た
い
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
現
在
、
市
内
の
自
主
防
災
組
織
は

掲載できなかった質問

86
あ
り
、
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

 

議
員

　
　
市
内
を
１
０
０
％
カ
バ
ー
す
る
に

は
何
組
織
が
必
要
と
想
定
さ
れ
る
か
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
市
内
に
は
自
治
区
が
約
２
０
０
あ

る
の
で
、
２
０
０
く
ら
い
結
成
さ
れ

る
の
が
い
い
と
思
う
。

 

議
員

　
　
昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
水
害
時

に
は
、
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
病
気
の
方
を
避
難
誘
導
す

る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
自
主

防
災
組
織
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
対
処
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
形

式
的
な
自
主
防
災
組
織
で
は
な
く
、

一
人
一
人
が
危
機
管
理
意
識
を
持
ち
、

組
織
の
目
的
を
明
確
に
し
、
避
難
所

運
営
管
理
や
災
害
時
要
援
護
者
を
助

け
ら
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組

織
で
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
阪
神

　
・
淡
路
大
震
災
で
は
約
15
万
人
が
生

き
埋
め
に
な
り
、
そ
の
う
ち
11
万
５

０
０
０
人
は
自
力
で
脱
出
し
た
が
、

残
り
の
約
３
万
５
０
０
０
人
の
う
ち

77
％
は
近
隣
住
民
に
救
出
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
震
災
イ
コ
ー
ル
避

難
だ
け
で
は
な
く
、
救
助
活
動
を
行

う
実
践
的
な
研
修
や
訓
練
も
必
要
で

あ
る
。
防
災
士
の
取
得
な
ど
も
促
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ご

配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

今後の災害対策について

 

議
員

　
　
圏
央
道
周
辺
開
発
で
は
、
１
０
０

０
人
か
ら
の
雇
用
を
見
込
ん
で
い
る

と
い
う
中
で
、
き
ぬ
の
里
の
よ
う
な

整
然
と
し
た
住
宅
政
策
も
同
時
進
行

で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
雇
用
の
確

保
だ
け
で
は
な
く
、
常
総
市
に
来
て

く
れ
た
企
業
や
従
業
員
さ
ん
に
住
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
政
策
も
少
子

化
・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
有
効
だ

と
思
う
。

 

市
長

　
　
工
業
団
地
は
つ
く
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
人
た
ち
が
住
む
場
所
の
整
備
が

遅
れ
て
し
ま
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

雇
用
の
場
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
で

働
い
て
い
る
人
た
ち
が
常
総
市
内
に

定
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
住
宅
政

策
も
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ

て
い
る
。
き
ぬ
の
里
に
は
ま
だ
住
め

る
余
地
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
可

能
性
が
あ
る
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と

埋
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。
線
引
き

に
つ
い
て
は
見
直
す
こ
と
が
難
し
く
、

違
う
手
法
で
住
宅
地
の
開
発
が
で
き

な
い
か
懸
命
に
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
地
域
共
同
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

地
域
の
活
動
で
班
長
さ
ん
が
チ
ラ
シ

を
配
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
高
齢
化

が
進
み
、
「
お
断
り
し
た
い
ん
だ
け

ど…

」
と
い
う
方
も
い
る
。
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
く
と

思
う
。
市
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
対
策

を
練
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
行
政
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

長
所
を
発
揮
し
合
い
、
社
会
を
支
え

て
い
く
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
地
域
の
助
け
合
い
で
、
簡
単
な
こ

と
は
地
域
で
や
る
と
い
う
の
も
一
つ

の
地
域
共
同
の
あ
り
方
だ
と
思
う
。

一
杯
の
お
茶
よ
り
、
一
杯
の
お
酒
で

親
交
が
深
ま
り
、
地
域
の
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
部
分
が
取
り
戻
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

常総市の現状と今後の政策について

 

議
員

　
　
現
在
、
災
害
ご
み
の
仮
置
き
場
と

な
っ
て
い
る
青
少
年
の
家
は
、
あ
す

な
ろ
の
里
と
同
様
に
避
難
所
と
し
て

も
機
能
す
る
、
大
変
重
要
な
公
共
施

設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

青
少
年
の
家
は
ど
の
よ
う
な
状
態
か
。

 

教
育
部
長

　
　
建
物
の
老
朽
化
が
激
し
い
た
め
、

今
後
使
用
を
続
け
る
た
め
に
は
耐
震

診
断
や
耐
震
補
強
等
が
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

 

議
員

　
　
建
物
の
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
耐
震
診
断
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
あ
ま
り
使
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
診
断
を
し
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

 

教
育
部
長

　
　
診
断
後
の
利
用
方
法
を
十
分
に
検

討
し
て
か
ら
耐
震
診
断
を
行
お
う
と

考
え
て
い
た
。

 

議
員

　
　
ぜ
ひ
耐
震
診
断
を
し
て
補
修
を
進

め
、
避
難
所
等
に
活
用
で
き
る
施
設

に
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
青
少

年
の
家
は
高
台
に
あ
り
、
水
害
は
問

題
な
い
。
地
震
に
対
し
て
も
液
状
化

の
心
配
も
な
い
。
地
下
水
も
そ
れ
な

り
の
対
応
を
す
れ
ば
飲
料
水
に
使
え

る
。
市
民
に
二
度
と
災
害
の
苦
労
を

さ
せ
な
い
で
ほ
し
い
。

 

市
長

　
　
青
少
年
の
家
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
質

は
非
常
に
よ
く
、
建
物
も
木
造
校
舎

で
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
西
地
区
は

水
害
に
強
く
地
盤
も
い
い
。
今
回
の

水
害
か
ら
の
反
省
と
い
う
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
新
た
に
あ
の
地
域
全
体
を

し
っ
か
り
と
防
災
の
拠
点
と
し
て
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
当
然
耐
震
診
断
を
や
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
新
た
な
位
置
付
け

も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

同
時
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

議
員

　
　
避
難
所
、
ま
た
多
機
能
な
施
設
と

し
て
ぜ
ひ
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
青
少
年
の
家
」
に
つ
い
て

水
害
検
証
委
員
会
に
お
け
る
市
長
発
言
に
つ
い
て

 

議
員

　
　
水
害
検
証
委
員
会
で
、
私
は
「
市

職
員
の
水
害
時
の
残
業
代
が
１
４
０

万
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
。
１
日

幾
ら
と
い
う
形
に
し
な
い
か
ら
だ
。

善
後
策
を
考
え
ろ
。
」
と
言
っ
た
ら
、

市
長
は
「
一
般
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
質
が
違
う
。
」
と
言
っ
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
聞
い
た
ら
、
ど

う
思
う
か
。
仕
事
中
に
た
ば
こ
を
吸

っ
て
い
る
市
職
員
と
遠
方
か
ら
寝
ず

に
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
ど
ち

ら
が
労
働
の
質
が
い
い
の
か
。

 

市
長

　
　
職
員
は
、
指
揮
命
令
権
に
基
づ
い

て
働
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
で
、

労
基
法
に
お
け
る
労
働
の
概
念
に
入

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
行
く
こ
と

自
体
自
分
で
選
択
で
き
、
そ
の
中
で

自
由
に
休
む
こ
と
も
で
き
る
。
指
揮

命
令
権
は
一
切
な
い
。
厳
密
に
言
え

ば
労
働
と
い
う
概
念
に
当
た
ら
な
い
。

そ
の
違
い
を
言
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
職
員
は
拘
束
時
間
が
決
ま
っ
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
仕
事
中
に
た
ば
こ
を

吸
う
の
か
。
ま
ず
庁
舎
内
に
喫
煙
室

が
あ
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
も
指
揮
官
が
い

る
。
好
き
勝
手
や
っ
て
い
る
と
思
う

か
。
ま
た
、
働
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
表
現
が
お
か
し
い
。
公
務
員
は
み

ん
な
の
た
め
に
自
主
的
に
働
く
の
だ

ろ
う
。

 

市
長

　
　
常
総
市
で
あ
れ
ば
私
が
指
揮
命
令

権
を
発
し
て
い
る
わ
け
で
、
労
働
者

の
側
か
ら
見
れ
ば
、
働
か
さ
れ
て
い

る
と
い
う
受
け
取
り
に
な
る
と
思
う
。

 

議
員

　
　
で
は
、
勤
務
中
に
た
ば
こ
を
吸
え

と
指
揮
命
令
で
出
し
て
い
る
の
か
。

 

市
長

　
　
執
務
時
間
中
に
た
ば
こ
を
吸
う
の

は
許
さ
れ
る
行
為
で
は
な
い
。
私
は

厳
重
注
意
を
し
た
。

 

議
員

　
　
水
害
当
初
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
た
く
さ
ん
来
た
が
、
指
揮
系
統
が

で
き
て
な
い
か
ら
帰
し
て
し
ま
っ
た
。

常
総
市
に
は
も
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
本
当
に
困
っ
た

被
災
者
を
助
け
た
い
と
い
う
一
念
で

頑
張
っ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

大
澤
　
清 

議
員

坂
野
　
茂
実 

議
員

茂
田
　
信
三 

議
員

新
田
　
宏
安 

議
員

青少年の家

鬼
怒
川
西
部
の
防
災
拠
点
と
し
て
!!

労
働
の
質
と
は
？

自主防災は
地域コミュニティーから！！

住んで働ける常総市に！！

・子どもを健全に育む環境について

掲載できなかった質問 ・空き家対策について掲載できなかった質問 ・水害における市税、諸税金の減収について　・受動喫煙防止の動きについて

自主防災
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議
員

　
　
今
回
の
発
災
後
、
対
策
本
部
と
し

て
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
し
た
か
。

 

市
長

　
　
ま
ず
何
と
言
っ
て
も
人
命
の
救
済
、

同
時
に
避
難
所
開
設
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
避
難
所
に
避
難
さ
れ
た
方
の
中
に

は
、
人
が
大
勢
い
る
中
で
は
落
ち
着

い
て
い
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
精
神
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
が
い
た
が
、
結

果
的
に
家
族
の
判
断
で
自
宅
に
戻
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
。
福
祉
避

難
所※

的
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き

た
避
難
所
は
あ
っ
た
か
。

 

市
長

　
　
十
分
な
対
応
は
で
き
な
か
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
は
あ
ら

か
じ
め
特
別
支
援
学
校
と
協
定
を
す

る
と
か
、
障
が
い
の
種
類
に
よ
っ
て

受
け
入
れ
場
所
を
き
ち
っ
と
事
前
に

選
定
し
て
お
か
な
い
と
対
応
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員

　
　
今
後
、
協
議
を
進
め
て
福
祉
避
難

所
の
設
定
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
災
害
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い

ほ
ど
、
行
政
の
対
応
は
遅
れ
て
し
ま

う
。
発
災
後
、
数
日
は
自
助
共
助
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
が
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
今
後
、
防
災
士
の
組
織
を
立
ち
上

げ
、
市
及
び
地
域
の
防
災
力
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
取
手
市
で
は
、
防
災
士
検
定
に
対

し
て
、
経
費
の
３
分
の
２
、
上
限
６

万
９
０
０
０
円
を
助
成
す
る
そ
う
で

あ
る
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
、
知
識
を
持
っ
て
統
括
し

て
く
れ
る
人
が
い
る
組
織
が
形
成
さ

れ
れ
ば
、
大
変
心
強
い
こ
と
で
は
な

い
か
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
そ
の
よ
う
な
方
向
で
考
え
た
い
。

 

議
員

　
　
私
も
防
災
士
検
定
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

今後の災害に備えた対策、対応について

 

議
員

　
　
関
東
・
東
北
豪
雨
時
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト※

に
連
動
し
た
放
送
が
防
災
無
線

か
ら
流
れ
た
か
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
気
象
関
係
に
つ
い
て
は
、
連
動
し

て
流
れ
る
設
定
を
し
て
い
な
い
の
で

流
れ
て
い
な
い
。

 

議
員

　
　
防
災
無
線
を
設
置
し
た
時
点
で
連

動
さ
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
安
全
安

心
課
に
は
徹
底
し
て
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。
次
に
、
災
害
弔
慰
金
の
ほ
か
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
補
償
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

 

市
民
生
活
部
長

　
　
遺
族
に
対
し
て
災
害
弔
慰
金
５
０

０
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

 

議
員

　
　
前
回
の
一
般
質
問
で
、
市
長
は
判

断
ミ
ス
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ

の
責
任
、
謝
罪
、
補
償
に
つ
い
て
認

め
る
答
弁
を
し
て
い
る
。
補
償
を
弔

慰
金
と
す
り
か
え
る
の
は
お
か
し
い
。

 

市
長

　
　
災
害
弔
慰
金
は
賠
償
的
な
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
今
回
の
災
害
の
原

因
、
責
任
、
違
法
性
の
所
在
が
明
ら

か
に
な
ら
な
い
と
賠
償
は
で
き
な
い
。

 

議
員

　
　
東
海
第
二
原
発
30
キ
ロ
圏
内
か
ら

の
避
難
、
そ
し
て
首
都
直
下
型
地
震

の
際
の
東
京
都
内
か
ら
の
避
難
を
見

据
え
て
、
常
総
市
内
の
土
地
を
貸
し

出
し
て
は
ど
う
か
。
そ
れ
を
含
め
て

安
全
な
場
所
に
大
規
模
避
難
所
を
つ

く
り
、
防
災
関
係
の
対
策
室
も
置
い

て
、
今
回
の
災
害
の
資
料
館
の
よ
う

な
も
の
も
含
め
た
複
合
的
な
施
設
を

提
案
し
た
い
。
は
っ
き
り
言
っ
て
安

全
な
地
域
は
西
し
か
な
い
。

 

市
長

　
　
土
地
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、

大
変
お
も
し
ろ
い
発
想
だ
と
は
思
う
。

 

議
員

　
　
敷
地
の
提
供
と
か
大
規
模
避
難
所

を
つ
く
る
と
か
、
そ
こ
ま
で
や
ら
な

い
と
、
今
回
お
世
話
に
な
っ
た
全
国

の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
は
で
き
な
い
。

関
東
・
東
北
豪
雨
関
係
に
つ
い
て

 

議
員

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
健
康
診
断
時

に
、
水
害
関
係
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ

っ
た
が
、
結
果
の
公
表
や
個
別
指
導

な
ど
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
筑
波
大
学
が
主
体
と
な
り
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
早
急
に
対
応
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対
し
、
市
の

精
神
福
祉
士
と
保
健
師
が
全
戸
訪
問

を
し
て
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
５
月
ご
ろ
掲
載
予
定
で
あ
る
。

 

議
員

　
　
本
来
こ
う
い
う
も
の
は
市
が
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。
私
は
早
急
に
被

災
さ
れ
た
方
々
の
全
戸
訪
問
を
行
う

べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
市
と
し
て
今

後
や
っ
て
い
く
の
か
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
今
の
と
こ
ろ
戸
別
訪
問
の
予
定
は

な
い
。

 

議
員

　
　
そ
れ
は
お
か
し
い
。
市
が
積
極
的

に
被
災
さ
れ
た
方
々
に
行
く
と
い
う

の
が
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い

か
。
心
の
変
調
は
時
間
が
か
か
っ
て

あ
ら
わ
れ
て
く
る
場
合
も
あ
る
。

 

市
長

　
　
新
年
度
予
算
で
新
た
に
戸
別
訪
問
、

生
活
支
援
相
談
を
す
る
た
め
の
専
任

者
６
名
程
度
の
配
置
を
決
め
て
い
る
。

 

議
員

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
築
35
年
で
建
物

も
老
朽
化
し
、
駐
車
場
も
狭
い
。
防

災
上
、
安
全
な
地
域
に
移
転
し
て
は

ど
う
か
。
計
画
は
あ
る
の
か
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
耐
震
診
断
の
結
果
に
問
題
は
な
く
、

施
設
の
長
寿
命
化
を
目
的
に
防
水
改

修
工
事
を
実
施
予
定
の
た
め
、
現
状

で
は
移
転
は
考
え
て
い
な
い
。

 

議
員

　
　
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
の
は
行
政

の
努
め
で
あ
る
。
壊
れ
た
も
の
を
同

じ
場
所
に
、
前
と
同
じ
よ
う
に
や
る

と
い
う
こ
と
は
、
今
回
の
水
害
か
ら

何
も
学
ん
で
は
い
な
い
。
非
常
時
の

避
難
施
設
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ

う
な
形
態
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
安
全

な
地
域
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

関
　
優
嗣 

議
員

岡
野
　
一
男 

議
員

小
林
　
剛 

議
員

県南総合防災センター

鬼
怒
川
西
側
に

　
　
　
　
大
規
模
避
難
所
に
な
る
複
合
施
設
を
!!

まさかへの備えとして

保健センターの役割について

市民の健康を
　　　　守るのは行政

掲載できなかった質問 ・環境審議会のあり方について
掲載できなかった質問 ・日本原子力発電東海第２原発の事故に対応する広域避難について

・隣接市町村との応援協定について

※

福
祉
避
難
所…

災
害
発
生
時
に
高
齢
者
・
障

が
い
者
・
妊
産
婦
な
ど
特
別
な
配
慮
を
必
要

と
す
る
人
を
受
け
入
れ
る
避
難
所
。

　
平
成
28
年
常
総
市
議
会
（
２
月
定
例

会
議
）
が
、
２
月
24
日
か
ら
３
月
16
日

ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。
　
今
定
例
会
議
に
は
、
平
成
27
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
を
含
む
議
案

28
件
を
市
長
が
提
案
。
初
日
の
本
会
議

で
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
後
日
追

加
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
議
案
等
は

各
常
任
委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
各
委
員
会
（
分
科
会
）

に
お
い
て
詳
細
に
審
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
　
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
議
案
１
件
、

議
員
提
案
に
よ
る
議
案
１
件
が
提
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
議
案
31
件
、
人
事

案
件
２
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
選

任
・
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願

１
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
陳
情

３
件
の
う
ち
、
１
件
が
採
択
、
２
件
が

趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
本
案
は
、
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職

の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
高
度
の
専
門
的
な
知
識

経
験
又
は
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
職
員

を
選
考
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
採
用
及
び
任
期
並

び
に
給
与
の
特
例
に
関
し
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
経
験

を
踏
ま
え
、
危
機
管
理
監
・
広
報
監
を

設
置
す
る
に
あ
た
り
、
相
応
の
人
材
を

採
用
す
る
た
め
に
必
要
な
条
例
を
定
め

る
も
の
で
す
。

　
常
総
市
議
会
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

議
会
改
革
の
取
り
組
み
と
関
東
・
東
北

豪
雨
の
被
害
に
よ
る
常
総
市
の
財
政
を

踏
ま
え
、
市
民
と
と
も
に
議
会
と
議
員

の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

上
で
、
議
会
活
動
・
議
員
定
数
等
及
び

経
費
の
検
証
を
行
う
た
め
、
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
設
置
期
間

は
目
的
が
達
成
す
る
ま
で
の
相
当
期
間

で
、
委
員
定
数
は
８
名
で
す
。
委
員
名

に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
58
号

常
総
市
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員

の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

平
成
28
年
２
月
定
例
会
議

審

議

結

果

議
案
第
88
号

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て

※Ｊアラート…津波警報、緊急地震速報、弾道ミサイル発射情報等を、国が人工衛星を経由して送信し、
市町村の防災無線等を自動起動することにより、住民に緊急情報を瞬時に伝達するシステム。
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一 

般 

質 

問
２
月
定
例
会
議

３
／
１
〜
３
／
４
の
４
日
間
に
わ
た
り
19
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
政
全
般
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
質
問
・
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

原
則
と
し
て
平
成
の
元
号
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

岡野　一男
OKANO  KAZUOOKANO KAZUO

●保健センターの役割につい
て
市民の健康を守るのが行政の
努め。災害に強い地域に保健
センター移転を!!

小林　剛
KOBAYASHI  TAKESHIKOBAYASHI TAKESHI

●関東・東北豪雨関係につい
て

①防災行政無線、Ｊアラート
との連動は? ②大規模避難所
を西側に!!

大澤　清
OSAWA  KIYOSHIOSAWA KIYOSHI

●今後の災害対策について
自主防災組織の結成率アップ
とその有効活用を!!
防災士の取得も促進すべきだ。

坂野　茂実
SAKANO  SHIGEMISAKANO SHIGEMI

●『青少年の家』について
昨年の水害で影響を受けなか
った青少年の家。だが、老朽
化が著しい。今後の利用方法
はいかに？

寺田　洋
TERADA  HIROSHI

寺田 洋
TERADA HIROSHI

●予算の執行及び各種支援制
度の動向について

①集会施設整備に一定額の全
額補助を!! ②義援金の配分を
早急に!!

中村　博美
NAKAMURA  HIROMI

中村 博美
NAKAMURA HIROMI

●豪雨水害について
①上三坂への避難指示発令ミ
スに対する補償は?
②根新田地区における自助共
助の事例を挙げる。

石川　栄子
ISHIKAWA  EIKO

石川 栄子
ISHIKAWA EIKO

●鬼怒川緊急対策プロジェク
トの堤防整備の問題点につ
いて

越水してもすぐには決壊しな
い堤防を!!

坂巻　文夫
SAKAMAKI  FUMIO

坂 文夫
SAKAMAKI FUMIO

●社会体育施設への「指定管
理者制度」導入後の成果に
ついて

指定管理者ミズノの事業活動
とその成果は？

中島　亨一
NAKAJIMA  RYOICHINAKAJIMA RYOICHI

●少子化対策の方向性につい
て市長に問う
市長として常総市の未来をど
う考えているのか。独自のビ
ジョンを示せ!!

金子　晃久
KANEKO  TERUHISAKANEKO TERUHISA

●豪雨水害後の対応と現在、
今後の市政について
①市長は人として感謝の言葉
を述べてもらいたい。②堤防
改修の工法は？

堀越　道男
HORIKOSHI  MICHIOHORIKOSHI MICHIO

●災害対策本部の体制につい
て
災害のプロ“危機管理監”の
設置にあたり、鳥取県の例に
学ぶ。

倉持　守
KURAMOCHI  MAMORUKURAMOCHI MAMORU

●都市計画と人口減少対策に
ついて
都市計画の変更、そして常総
市の地形を生かした政策が必
要だ!!

中村　安雄
NAKAMURA  YASUONAKAMURA YASUO

●児童クラブの運営について
児童クラブに指定管理者を導
入した場合、その財源は? 有
料化するのか!?

水野　昇
MIZUNO  NOBORUMIZUNO NOBORU

●鬼怒川決壊による大規模水
害とアグリサイエンスバレ
ー構想について

地権者の同意をもらってから
進めるのが順序だ!!

遠藤　章江
ENDO  FUMIEENDO FUMIE

●アグリサイエンスバレー構
想の進捗状況について

農地転用は難しい。構想予定
地は特区にすべき!!

遠藤　正信
ENDO  MASANOBUENDO MASANOBU

● 9.10水害による被災検証に
基づく、今後のライフライ
ン整備・計画について

相野谷浄水場の移転と地下空
洞・埋設物の調査を!!

茂田　信三
SHIGETA  SHINZO

茂田 信
SHIGETA SHINZO

●水害検証委員会における市
長発言について

市役所の職員とボランティア
の方、どこが質が違うのか？

新田　宏安
NITTA  HIROYASU

新田 宏安
NITTA HIROYASU

●常総市の現状と今後の政策
について

雇用創出だけでなく住宅政策
も同時進行でやってもらいた
い!!

関　優嗣
SEKI  MASASHI

関 優嗣
SEKI MASASHI

●今後の災害に備えた対策、
対応について

障がい者に配慮した福祉避難
所の設置、“防災士”資格取
得に対する助成を!!
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議案第78号
議案第79号
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議案第81号
議案第82号

議案第83号

議案第84号
議案第85号

議案第86号

議案第87号
議案第88号
選任第６号
推薦第６号
陳情第４号

陳情第５号

陳情第６号

請願第６号

報告第24号

○：賛成　×：反対　棄：棄権

２月定例会議  審議案件と結果平成28年

常総市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例
に関する条例について 
常総市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例について 
常総市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部を改正する条例について 
常総市教育委員会教育長の期末手当の特例に関す
る条例について 
証人等その他の者に対する実費弁償に関する条例
の一部を改正する条例について 
常総市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正
する条例について 
常総市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を
改正する条例について 
常総市指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を
改正する条例について 
常総市指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例
の一部を改正する条例について 
常総市障害児就学指導委員会条例の一部を改正す
る条例について 
常総市消費生活センターの組織及び運営等に関す
る条例について 
市道の路線の廃止について（3865号線） 
市道の路線の認定について（3993号線） 
市道の路線の変更について（3861号線） 
平成27年度常総市一般会計補正予算（第９号） 
平成27年度常総市介護サービス事業特別会計補
正予算（第１号） 
平成27年度常総市公共下水道事業特別会計補正
予算（第３号) 
平成27年度常総市大生郷特定公共下水道事業特
別会計補正予算（第１号） 
平成27年度常総市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第３号） 
平成28年度常総市一般会計予算 
平成28年度常総市国民健康保険特別会計予算 
平成28年度常総市後期高齢者医療特別会計予算 
平成28年度常総市介護保険特別会計予算 
平成28年度常総市介護サービス事業特別会計予算 
平成28年度常総市公共下水道事業特別会計予算 
平成28年度常総市大生郷特定公共下水道事業特
別会計予算 
平成28年度常総市農業集落排水事業特別会計予算 
平成28年度常総市水道事業会計予算 
常総市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例について 
平成27年度常総市一般会計補正予算（第10号） 
議会改革特別委員会の設置について 
議会改革特別委員会委員の選任について 
常総市各種委員の推薦について 
公契約条例制定を求める陳情書 
別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備に関
する陳情 
別居・離婚後の親子の断絶を防止する公的支援を
求める陳情 
「若宮戸地区メガソーラーの再設置について」撤
去と謝罪を求める常総市議会への請願 
関東・東北豪雨による水害復興特別委員会中間報
告について 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○
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× 棄 × × × × 棄 × ○ × × × × × × × × ○ × × ○
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議 長 の

　平成28年度

予算も可決さ

れ、上三坂地

先の堤防も完

成間近となり、

若宮戸の無堤

地帯も皆様のご協力のもと築堤工事が始

まりました。心配されていた田植えもで

きました。

　安心して住めるまちづくりに執行部と

議会が一丸となり、復旧復興に全力で向

かう所存です。

　　　　　常総市議会議長　風野芳之

インターネット映像配信中！！
本会議の生中継（LIVE）をインターネットでご覧いただけます。

生中継を見られない場合でも、録画映像（VOD）をご覧いただ

けます。ぜひご利用ください。

詳しくは映像配信ページをご覧ください。 

http://www.josocity.stream.jfit.co.jp/

スマートフォンや

タブレット端末で

も視聴できます。

QRコード
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会
」

【アクセス方法】
市ホームページ

↓
市　　議　　会

↓
議会映像配信

普通救命講習（4月21日）

心肺蘇生法、止血法、ＡＥＤの

使用方法等について実習を交え

ながら講習を受けました。

各
種
委
員
の
推
薦

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員

　
金
子
晃
久

青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

　
岡
野
一
男
・
坂
野
茂
実
・
大
澤
　
清

社
会
教
育
委
員
兼
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
　
新
田
宏
安
・
倉
持
　
守

教
育
支
援
委
員
会
委
員

（
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会
委
員
）

　
堀
越
輝
子

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員

　
遠
藤
正
信
・
堀
越
輝
子
・
中
村
安
雄

議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

　
委 

員 

長
　
中
村
安
雄

　
副
委
員
長
　
堀
越
道
男

　
委
　
　
員
　
坂
野
茂
実
・
小
林
　
剛

　
　
　
　
　
　
中
村
博
美
・
関
　
優
嗣

　
　
　
　
　
　
坂
巻
文
夫
・
茂
田
信
三

特
別
委
員
会
委
員
の
選
任


